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３
代
目
桂
米
朝
が
２
年
前
の

３
月
19
日
に
こ
の
世
を
去
っ

た
。
現
代
、
落
語
会
で
人
気
の

桂
ざ
こ
ば
・
桂
南
光
と
い
っ
た

落
語
家
は
ほ
と
ん
ど
彼
の
弟
子

で
あ
る
。
彼
ら
は
、
落
語
界
に

古
く
か
ら
残
る
師
弟
制
度
の
下

で
育
っ
た

江
戸
時
代
、
落
語

は
誰
も
が
楽
し
め
る
大
衆
芸
能

の
一
つ
だ
っ
た
。
近
松
門
左
衛

門
な
ど
の
人
形
浄
瑠
璃
と
同
じ

よ
う
に
誰
も
が
気
楽
に
足
を
運

べ
、
楽
し
め
る
場
を
提
供
し
て

い
た
。
当
時
か
ら
落
語
界
に
は

師
弟
制
度
と
い
う
も
の
が
存
在

し
て
い
た
。
こ
の
制
度
の
起
源

は
古
く
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ

る
。
毎
朝
早
く
に
師
匠
の
家
に

行
き
家
事
全
般
を
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
家
事
も
落
語
修

行
の
一
環
と
み
な
さ
れ
、
前
座

見
習
い
、
前
座
、
二
ツ
目
、
真

打
と
出
世
し
て
い
く
世
界
で
あ

る

し
か
し
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン

ら
を
中
心
と
す
る
漫
才
ブ
ー
ム

以
降
、
こ
の
制
度
の
在
り
方
は

一
変
し
た
。
１
９
８
２
年
に
創

設
さ
れ
た
吉
本
興
業
の
Ｎ
Ｓ
Ｃ

（
吉
本
総
合
芸
能
学
院
）
に
よ

る
影
響
が
大
き
か
っ
た
。
漫
才

は
落
語
と
は
異
な
り
、
師
匠
に

つ
き
弟
子
と
な
り
学
ぶ
こ
と
を

必
要
と
し
な
い
。
つ
ま
り
、
古

く
か
ら
の
落
語
の
師
弟
関
係
が

崩
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た

そ
ん
な
師
弟
制
度
存
続
の
危

機
も
あ
っ
た
落
語
だ
が
、
今
で

は
「
笑
点
」
な
ど
の
関
連
番
組

も
人
気
だ
。
こ
れ
は
地
位
を
再

確
立
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

桜
が
舞
い
散
る
春
。
桜
と
共
に

も
う
一
度
美
し
い
日
本
文
化
に

触
れ
、
落
語
を
聞
い
て
み
る
の

も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

気になるリプラの全貌

扉の一言

虹
は
何
色
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

七
色
だ
と
言
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

僕
は
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。
ど
こ
で
線
を
引
く
か

で
す
よ
。
自
分
勝
手
に
線
を
引
い
て
、
見
え
る
物

を
見
え
な
く
し
た
ら
勿
体
無
い
で
す
。

錦
戸
　
亮

●
２
，３
面
　
Ｋ
Ｇ
ニ
ュ
ー
ス

関
奈
月
オ
ム
ニ
バ
ス
公
演

【
連
載
】
追
跡
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Ｓ
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２
０
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教
授
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背
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探
し
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●
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ｉ
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●
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面

新
入
生
応
援
特
集
２
０
１
７

新
た
な
学
び
の
波
紋
が
生
ま
れ
る

聖
和
２
号
館
新
設

　
こ
の
春
、
西
宮
聖
和
キ
ャ
ン
パ

ス
２
号
館
が
新
設
さ
れ
、
同
キ
ャ

ン
パ
ス
初
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン

ズ
が
誕
生
し
た
。

　
新
た
な
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ

は
「
リ
プ
ラ
」
と
名
付
け
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
西
宮
聖
和
キ
ャ
ン

パ
ス
の
中
心
と
な
る
２
号
館
の
リ

プ
ラ
に
お
い
て
、
学
生
が
〝
学
び

と
は
何
か
〞
を
相
互
交
流
と
実
践

の
中
で
自
主
的
に
探
究
し
、
そ

の
成
果
が
波
紋
を
描
く
（ripple 

out

）
よ
う
に
キ
ャ
ン
パ
ス
内
外

へ
と
広
が
る
こ
と
を
願
っ
た
も
の

だ
。
円
を
描
く
机
の
周
り
で
仲
間

と
集
ま
り
、
交
流
の
中
で
ア
イ
デ

ア
を
練
り
上
げ
、
そ
れ
を
実
際
に

や
っ
て
み
る
―
こ
の
学
び
の
サ

イ
ク
ル
が
リ
プ
ラ
の
コ
ン
セ
プ
ト

と
な
る
。

　
ま
た
、
２
号
館
内
に
は
教
育
学

部
に
欠
か
せ
な
い
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ラ
ボ
（
ピ
ア
ノ
学
習
室
）
と
多
目

的
に
利
用
で
き
る
演
習
教
室
も
併

設
さ
れ
、
学
び
に
多
様
性
を
も
た

ら
し
て
い
る
。
さ
ら
に
神
戸
三
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ

モ
ン
ズ
が
行
っ
て
い
る
ク
レ
セ
ン

ト
ア
ワ
ー
を
参
考
に
し
て
、
各
種

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
企
画
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
教
職
員
が
各
々
用

意
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
議
題
を
も
と

に
学
生
が
議
論
を
行
い
、
学
び
の

サ
イ
ク
ル
を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と

で
、
授
業
と
は
異
な
る
広
い
学
び

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

　
こ
れ
ま
で
西
宮
聖
和
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
授
業
時
間
外
の
空
き
教
室

の
使
用
が
防
犯
上
原
則
認
め
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
学
生
が
相

互
に
学
び
合
い
意
見
を
交
わ
す
場

が
少
な
か
っ
た
。
だ
が
２
号
館
の

新
設
に
伴
い
、C.O.D.

（
キ
ャ
ン

パ
ス
創
意
開
発
機
構
）
を
通
し
た

学
生
側
か
ら
の
要
望
と
先
生
た
ち

の
思
い
に
よ
っ
て
リ
プ
ラ
が
生
ま

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
リ
プ
ラ
の
利
用
時
間
は
授
業
実

施
期
間
中
が
８
時
50
分
か
ら
21
時

ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
Ｐ
Ｃ
の
貸

し
出
し
や
予
約
制
の
グ
ル
ー
プ
ス

タ
デ
ィ
ル
ー
ム
の
利
用
申
請
が

サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

る
。

　
西
宮
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
初
の

ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
を
備
え
、

今
後
新
た
な
学
び
の
拠
点
と
し
て

注
目
さ
れ
る
リ
プ
ラ
。
こ
こ
か
ら

生
ま
れ
る
学
び
の
波
紋
が
西
宮
聖

和
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
け
で
な
く
、
関

西
学
院
大
学
全
体
へ
広
が
る
こ
と

に
期
待
し
た
い
。入学おめでとう！

～新入生への祝辞～

　新入生の皆さんご入学おめでとうございま
す。皆さんの中には、学業面など様々な面で、
不安に感じている方も多くいらっしゃるかも
しれません。しかし、心配することはありませ
ん。校歌「空の翼」の歌詞中にもあるように、
関学には輝く自由があふれております。勉学に
ひたすら励むも良し、海外に出て、これまでにない経験をするも
良し、部活動に励むも良し、あげていけばきりがありません。皆
さんは、大学生活でどの様なことに取り組みたいですか。大学生
活は本当に一瞬です。皆さん自身で自分のなりたい姿やあるべき
姿を考えてください。そして、皆さんが主体的になり、スクール
モットーである「Mastery for Service」を体現し、充実した大学
生活を送れることを祈っております。
　我々応援団総部は、そんな皆さんを全力で応援させて頂きます。
では、またお会いしましょう。

　ご入学おめでとうございます。希望を胸に大
学の門をたたいた皆さんは、それぞれの専門の
立場から社会に存在する様々な課題を追究す
ることになりました。そのためには多くの書物
を渉猟し、資料を集めたりすることによって、
研究を深める方法を身につける必要がありま
す。インターネットでちょっとした検索をする
ことを「学び」や「研究」と考える態度は戒め
なければなりません。本学の図書館は約200万冊の書物とたくさ
んの映像・電子情報などを提供できるまさに宝の山です。皆さん
の知識と心身をさらに鍛えるにふさわしい場所である、と私は考
えています。課題リポートの作成や定期試験の勉強のためだけに
図書館に足を運ぶような利用の仕方はもったいない、の一言に尽
きます。
　書架の前に立ち、ずらりと並んだ書物の背文字をゆっくり眺め
たり、新着の雑誌から興味深い論文や記事を見つけたりすること
は、「大学で学ぶ」という豊かな時間を皆さんに約束するはずです。
大学図書館に入り浸ることを意気に感じて、よきキャンパス生活
を過ごされますよう、心からお祈りしています。

　関西学院大学にご入学のみなさん、ご入学おめでとうございます。七つのキャンパスに幼稚園から大学院
まで、そしてインターナショナルスクールを擁する関西学院を代表してみなさんを心から歓迎いたします。
　みなさんは関西学院大学の学生であると同時に、この関西学院全体の大事なおひとりなのです。ですか
らできれば学生時代のうちに七つのキャンパスを体験していただきたいし、関西学院の全体を知っていた
だきたいと思います。そしてそのどのキャンパスであっても、どの学校であっても、そこに過ごすひとり
ひとりと、“Mastery for Service” という同じスクールモットーのもとに過ごす同じ仲間であり、“We are 
Kwansei!” であることの実感を持っていただきたいのです。関西学院はみなさんが思っておられる以上に
広がりのある学園なのです。
　どうぞ充実した、かつ意義深い学生生活を過ごされますよう、神様の祝福と励ましを心からお祈りいた
します。

　新入生の皆さん、関西学院大学へのご入学おめでとうございます。教職員、在学生を代表して心から歓迎
いたします。
　現在、ICT技術の発達などによって世界が小さくなりグローバル化が急速に進んでいます。新入生の皆
さんが社会に出て働く頃には、ほとんどの人が仕事の上で海外とのやり取りを行うようになるでしょう。
そのためにも、英語の運用能力を高めるこことは勿論のこと、大学時代に一度は海外に出て行ってほしい
と思います。アメリカやヨーロッパの大学も、学生の留学を積極的に促進しています。その理由は、異なっ
た文化や価値観に触れることにあります。言いかえれば、多様性への理解が求められています。
　関西学院大学は、2014年度に文部科学省のスーパーグローバル大学創成支援（SGU）事業に採択されまし
た。その構想名は「国際性豊かな学術交流の母港『グローバル・アカデミック・ポート』の構築」というもの
です。その基本にあるのが、入学した学部での学びの他に、①海外留学等のインターナショナルプログラム、
②他分野を学ぶ副専攻プログラム、③実践的な学びであるハンズオン・ラーニング・プログラムのいずれ
かに挑戦するダブルチャレンジ制度です。二つのことに同時に挑戦することによって、主体性が身につき
多様性への理解も深まり、何よりも、未知へのチャレンジ精神が培われると考えます。
　初代学長C. J. Lベーツ先生は、関西学院の建学の精神を“Mastery for Service”（奉仕のための練達）と
いうスクール・モットーとして表現しました。自分の利益のためにだけではなく、世界人類のために自分
を鍛えよと訴えられたのです。皆さんには、関西学院大学での学びにおいて、スクール・モットー“Mastery 
for Service”の意味を考えてほしいと思います。
　どうか、自分自身にチャレンジし自己を鍛え、世界に羽ばたいて世界人類の幸福に貢献するという「高
い志」を持ってほしいと心から願います。

関西学院大学 応援団総部 第71代団長 　小佐井　一貴関西学院大学 大学図書館長 　田和　正孝

関西学院　院長
田淵　結

関西学院大学 学長
村田　治



2017年4月1日関 西 学 院 大 学 新 聞

2017年4月1日 関 西 学 院 大 学 新 聞 2
　
２
月
17
日
か
ら
19
日
の
３
日

間
、
神
戸
市
灘
区
の
イ
カ
ロ
ス
の

森
に
て
演
劇
集
団
関
奈
月vol.20

短
編
オ
ム
ニ
バ
ス
公
演
「
目
ト
耳

ト
鼻
の
先
」
が
公
演
さ
れ
た
。
本

公
演
は
乙
一
作
の
３
小
説
の
オ
ム

ニ
バ
ス
形
式
と
い
う
、
関
奈
月
史

上
初
の
試
み
で
あ
っ
た
。

　
本
来
２
月
は
引
退
生
に
よ
る
卒

KGニュース

　
２
月
24
日
か
ら
28
日
ま
で
熊
本

県
益
城
町
に
て
、
第
４
回
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
た
。
昨
年

７
月
か
ら
続
い
て
い
る
こ
の
活
動

は
、
今
回
木
山
仮
設
住
宅
地
を
含

め
た
計
３
ヵ
所
で
実
施
さ
れ
た
。

　
今
回
の
参
加
応
募
者
は
定
員
の

約
３
倍
の
59
人
、
最
終
参
加
者
は

23
人
だ
っ
た
。

　
今
回
は
事
前
に
現
地
調
査
を
行

い
、
そ
れ
を
元
に
参
加
者
自
身
で

活
動
内
容
を
決
め
る
と
い
う
、
よ

り
学
生
の
自
主
性
を
尊
重
し
た
活

動
に
な
っ
た
。
恒
例
の
足
湯
を
通

し
て
の
現
地
の
方
々
と
交
流
は
、

冬
で
足
が
出
し
に
く
い
と
い
う
こ

と
で
今
回
は
ハ
ン
ド
ア
ロ
マ
へ
変

更
と
な
っ
た
。
他
に
も
、
参
加

者
一
同
に
よ
る
街
歩
き
を
行
い
、

各
々
が
気
付
い
た
点
を
現
地
の
方

と
話
し
合
う
と
い
っ
た
、
共
に
復

興
へ
と
歩
む
姿
も
見
ら
れ
た
。

　
今
年
度
4
回
の
現
地
活
動
を

行
っ
た
が
、
関
学
生
に
よ
る
活
動

は
現
地
の
方
々
か
ら
高
評
価
を
受

た
る
。
学
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

副
代
表
の
南
條
早
紀
さ
ん
（
法
・

３
）
は
「
私
は
新
し
い
こ
と
を
始

め
た
い
と
考
え
、
た
ま
た
ま
学
生

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
。

今
は
裏
方
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
い
た
い
人
を
支
え
ら
れ
る
こ

の
活
動
に
誇
り
を
感
じ
て
い
る
」

と
振
り
返
る
。
ま
た
、
学
生
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
代
表
の
窪
田
風
子

さ
ん
（
人
福
・
３
）
は
「
今
年
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
『
せ
や
、
支
援
室

行
こ
か
』
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
対
し
て
学
生
が
ハ
ー
ド
ル
を
感

じ
ず
も
っ
と
気
軽
に
来
ら
れ
る
よ

う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い

え
ば
支
援
室
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

認
知
度
を
高
め
、
身
近
な
存
在
に

な
り
た
い
」
と
熱
く
語
っ
た
。

　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
支
援

室
で
は
４
月
11
日
前
後
に
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
を
開
催
す

る
。
様
々
な
本
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

け
て
い
る
。
他
団
体
と
比
べ
大
人

数
で
活
動
し
て
い
る
元
気
な
姿
の

関
学
生
た
ち
か
ら
は
、
若
さ
の
力

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
ま

り
仮
設
地
で
の
企
画
に
参
加
し
な

い
現
地
の
方
で
も
、
本
学
の
企
画

な
ら
ば
と
参
加
さ
れ
る
そ
う
だ
。

「
口
コ
ミ
の
効
果
が
大
き
い
が
、

報
告
会
な
ど
の
地
道
な
活
動
、
他

に
も
小
さ
い
こ
と
を
や
っ
て
い
き

な
が
ら
こ
の
活
動
が
広
ま
っ
て
き

て
い
る
。
４
月
に
は
熊
本
地
震
か

ら
1
年
が
経
つ
。
そ
の
時
期
に
合

わ
せ
て
報
告
会
や
、
次
の
５
・
６

月
に
実
施
予
定
の
活
動
の
告
知
を

し
た
い
」
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
サ
ー

ビ
ス
支
援
室
の
成
安
有
希
さ
ん
は

今
後
の
動
き
を
語
っ
た
。

　
ま
た
、
支
援
室
に
は
学
生
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
普
及
と

活
性
化
を
目
指
す
、
学
生
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
い
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
情
報
を
収
集
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
志
す
学
生
を
導
く

の
が
主
な
活
動
だ
。
他
に
も
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
支
援
室
の
認

知
度
向
上
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

行
う
な
ど
そ
の
活
動
は
多
岐
に
わ

ア
団
体
が
集
合
し
、
直
接
話
を
聞

け
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
る
方
は

是
非
足
を
運
ぼ
う
。

ま
で
の
幅
広
い
年
代
の
卒
業
生
が

参
加
し
て
い
る
。

　
今
回
の
演
奏
会
は
３
部
構
成
と

業
公
演
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た

が
、
今
期
の
引
退
生
が
公
演
を
行

わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
現
役
生

に
よ
る
公
演
が
行
わ
れ
た
。

　
１
幕
目
の「
コ
ン
ビ
ニ
日
和
！
」

は
、
先
輩
と
後
輩
、
そ
し
て
強
盗

に
よ
る
コ
ン
ビ
ニ
を
舞
台
に
繰
り

広
げ
ら
れ
る
の
コ
メ
デ
ィ
作
品

だ
。
２
幕
目
の
「
神
の
言
葉
」
は
、

神
に
も
等
し
い
“
言
葉
”
の
力
を

持
っ
た
少
年
に
よ
る
悲
劇
を
描
い

た
ホ
ラ
ー
作
品
で
あ
る
。
そ
し
て

３
幕
目
の「
ホ
ワ
イ
ト
ス
テ
ッ
プ
」

は
、
雪
の
日
に
起
こ
っ
た
、
母
と

娘
の
愛
情
溢
れ
る
奇
跡
の
物
語

だ
。

　
今
回
の
演
出
を
担
当
し
た
南
谷

剛
さ
ん
（
文
・
３
）
は
「
今
回
は

か
ね
て
よ
り
好
き
な
作
品
を
舞
台

化
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
１
・
３

幕
目
は
舞
台
化
の
し
や
す
さ
で
選

び
、
２
幕
目
は
舞
台
向
き
で
は
な

い
が
好
き
な
作
品
な
の
で
舞
台
化

を
実
現
さ
せ
た
。
今
回
は
初
の
オ

ム
ニ
バ
ス
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
各
幕
で
完
成
度

に
差
が
出
た
が
、
観
客
に
最
高
の

舞
台
を
届
け
た
い
一
心
で
稽
古
を

重
ね
、
最
終
的
に
い
い
も
の
に
仕

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
公
演

を
振
り
返
っ
た
。

　
関
奈
月
は
主
に
学
外
で
の
公
演

を
行
い
、
総
合
芸
術
と
し
て
の
演

劇
を
追
求
す
る
た
め
活
動
し
て
い

る
。
最
近
は
常
連
も
増
え
、
公
演

の
規
模
の
拡
大
を
考
え
る
な
ど
軌

道
に
乗
っ
て
い
る
。
２
０
１
１
年

に
創
部
以
来
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
の
中
、
代
に
よ
っ
て
異
な

る
カ
ラ
ー
・
ジ
ャ
ン
ル
で
の
演
劇

を
行
っ
て
き
た
。
だ
が
、
そ
ろ
そ

ろ
手
探
り
状
態
か
ら
自
分
た
ち
の

得
意
な
ジ
ャ
ン
ル
が
見
え
て
く
る

頃
だ
。
ま
た
、
殺
陣
な
ど
新
し
い

ジ
ャ
ン
ル
に
挑
戦
し
よ
う
と
し
て

い
る
者
も
い
る
。
部
と
し
て
の
体

制
を
整
え
土
台
と
し
、
後
輩
た
ち

へ
何
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る

の
か
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

部
長
の
日
野
碧
さ
ん
（
文
・
３
）

は
今
後
の
抱
負
を
語
っ
た
。

　
日
野
さ
ん
は
「
大
小
関
わ
ら
ず

何
か
を
や
り
た
い
、
作
り
た
い
と

考
え
て
い
る
人
は
是
非
関
奈
月
に

来
て
欲
し
い
。
演
劇
の
経
験
の
有

無
は
問
わ
な
い
。
未
経
験
者
が
入

る
こ
と
で
、
む
し
ろ
新
し
い
刺
激

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
新

入
生
へ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
送
っ

た
。

　
関
奈
月
の
次
回
公
演
は
4
月
28

日
か
ら
30
日
で
大
阪
の
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ

Ｅ
９
で
行
わ
れ
る
。
彼
ら
の
入
魂

の
演
劇
は
必
見
で
あ
る
。

な
っ
て
い
る
。
Ⅰ
部
は
２
回
生
か

ら
４
回
生
の
全
員
が
出
演
す
る
現

役
生
ス
テ
ー
ジ
、
卒
業
生
が
出
演

す
る
Ⅱ
部
の
卒
業
生
ス
テ
ー
ジ
、

そ
し
て
Ⅲ
部
は
現
役
生
と
卒
業
生

が
一
緒
に
出
演
す
る
合
同
ス
テ
ー

ジ
だ
。
中
で
も
見
ど
こ
ろ
は
、
Ⅱ

部
で
演
奏
さ
れ
る
「
マ
ン
ド
リ
ン

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
ソ
プ
ラ
ノ
の
た

め
の
バ
ラ
ー
ド
『
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー

ル
と
バ
ラ
』」
と
、
Ⅲ
部
で
演
奏

さ
れ
る
「
マ
ン
ド
リ
ン
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
た
め
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ

タ
第
６
番
『
土
偶
』」
で
あ
る
。

こ
の
２
曲
は
30
年
前
ま
で
指
導
を

行
っ
て
い
た
大
栗
裕
先
生
が
本
学

マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
た
め
に
作

曲
し
た
。
演
奏
に
参
加
す
る
卒
業

生
の
中
に
は
大
栗
先
生
に
直
接
指

導
を
受
け
た
人
も
い
る
そ
う
だ
。

特
に
Ⅲ
部
の
現
役
生
、
卒
業
生
の

合
計
約
１
０
０
名
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
は
必
見
だ
。

　
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
部
長
の

岸
歩
実
さ
ん
（
法
・
３
）
は
「
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
は
関
西
学
院

大
学
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
に
し
か

で
き
な
い
も
の
で
す
。
１
０
０
年

の
伝
統
と
歴
史
を
感
じ
て
も
ら
え

る
ス
テ
ー
ジ
に
し
て
い
き
ま
す
。

入
場
は
無
料
な
の
で
気
軽
に
見
に

来
て
く
だ
さ
い
」
と
語
っ
た
。

　
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
で
は
、
今

回
の
演
奏
会
を
開
催
す
る
と
同
時
に

１
０
０
周
年
誌
を
作
成
し
て
い
る
。

創
部
し
て
か
ら
今
日
ま
で
の
演
奏

会
の
記
録
を
掲
載
し
、
今
年
の
秋

ご
ろ
を
目
途
に
完
成
の
予
定
だ
。

　
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
マ
ン
ド

リ
ン
ク
ラ
ブ
の
こ
れ
か
ら
の
活
動

に
目
が
離
せ
な
い
。

現地の子どもと寄り合う参加者

コーディネーターのポーズをとる学生たち

２幕目はクラシック音楽とともに終幕へ

合同練習の様子

　
文
化
総
部
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

は
１
９
１
７
年
に
創
立
さ
れ
今
年

で
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。

　
そ
れ
を
記
念
し
、
５
月
20
日
、

「
関
西
学
院
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
ク

ラ
ブ
創
部
１
０
０
周
年
記
念
演
奏

会
」
が
伊
丹
市
文
化
会
館
い
た
み

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
。

　
こ
の
演
奏
会
に
は
、
19
名
の
現

役
生
の
ほ
か
に
、
約
80
名
の
卒
業

生
も
加
わ
る
。
現
在
、
月
に
２
回

の
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
合
同

練
習
に
は
、
20
代
の
人
か
ら
80
代

喜劇と悲劇と感激を喜劇と悲劇と感激を
演劇集団 関奈月

vol.20 短編オムニバス公演
演劇集団 関奈月

vol.20 短編オムニバス公演

続
く
復
興
へ
の
歩
み

第
４
回
熊
本
地
震
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

伝
統
と
歴
史
を
繋
ぐ

文
化
総
部
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
創
部
100
周
年

伝
統
と
歴
史
を
繋
ぐ

文
化
総
部
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
創
部
100
周
年
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い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
と

誇
れ
る
数
字
で
あ
る
の
だ
。
こ
の

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
創
設
を
機
に
、
世

界
を
股
に
か
け
活
躍
す
る
人
が
さ

ら
に
増
え
る
未
来
は
、
そ
う
遠
く

は
な
い
。

　
国
連
・
国
際
機
関
職
員
や
外

交
官
と
い
う
の
は
ご
存
知
の
通

り
、
狭
き
門
で
あ
り
そ
れ
相
応
の

準
備
が
必
要
で
あ
る
。
未
来
に
向

け
て
大
学
入
学
以
前
か
ら
準
備
を

し
て
い
こ
う
と
い
う
構
想
も
な
さ

れ
て
い
る
。
元
国
連
事
務
次
官

の
明
石
康
招
聘
客
員
教
授
が
塾
長

と
な
り
、
昨
年
８
月
に
２
泊
３
日

の
日
程
で
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ

ス
と
千
刈
キ
ャ
ン
プ
で
全
国
の
Ｓ

Ｇ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
）
の
生
徒
を
対
象
と

し
た
「
関
西
学
院
世
界
市
民
明
石

塾
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は

現
役
の
国
連
職
員
と
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
や
、
英
語
に
よ
る
講
義
な
ど
が

行
わ
れ
た
。
参
加
し
た
高
校
生
か

ら
は
「
同
じ
世
代
に
こ
れ
程
レ
ベ

ル
の
高
い
学
生
が
い
る
こ
と
に
驚

い
た
と
と
も
に
、
刺
激
に
も
な
っ

た
」
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た

そ
う
だ
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
形
を

少
々
変
え
る
が
今
年
も
開
催
予
定

で
あ
る
。

　
思
い
描
く
キ
ャ
リ
ア
の
実
現
に

は
長
い
道
の
り
が
あ
り
、
生
半
可

な
気
持
ち
で
は
実
現
で
き
な
い
。

強
い
動
機
づ
け
や
、
努
力
を
続
け

る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ

る
。
高
校
・
大
学
・
大
学
院
・
卒

業
後
と
続
く
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

は
日
本
で
も
類
を
見
な
い
も
の

だ
。こ
れ
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、

よ
り
多
く
の
人
が
キ
ャ
リ
ア
を
実

現
し
、
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
の

「Mastery for Service

」
を
体

現
し
た
世
界
市
民
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
を
願
う
。

KGニュース

『紛争を減らすには』『紛争を減らすには』

論説日進月歩日進月歩
　
人
類
が
生
き
て
い
る
以
上
、
争

い
を
な
く
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。
人
類
の
歴
史
は
戦
い
の
歴
史

で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
強
い
者
が
そ
の
地
位
と
権
力

を
確
立
し
て
き
た
。
近
代
に
入
っ

て
か
ら
の
人
類
は
、
第
一
次
・
第

二
次
世
界
大
戦
と
い
う
、
大
規
模

で
凄
惨
な
紛
争
を
経
験
し
た
。
そ

し
て
、
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
す
べ

き
で
は
な
い
、
紛
争
を
解
決
す
る

国
際
的
な
組
織
が
必
要
だ
と
の
思

い
か
ら
、
国
際
連
合
（
国
連
）
が

設
立
さ
れ
た
。

　
国
連
は
、
国
家
間
で
紛
争
が
起

き
る
と
、
そ
れ
を
終
わ
ら
せ
る
た

め
、
幾
度
と
な
く
当
事
者
間
の
対

話
を
促
し
て
き
た
。
し
か
し
、
両

者
は
深
く
対
立
し
て
い
る
た
め
、

同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
く
こ
と
さ
え

困
難
な
場
合
が
多
い
。
さ
ら
に
、

当
事
者
間
の
顔
合
わ
せ
が
実
現
し

た
と
し
て
も
、
そ
の
後
の
対
話
に

よ
っ
て
紛
争
を
解
決
す
る
こ
と
は

非
常
に
困
難
だ
。
お
互
い
が
主
張

を
譲
ら
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
で

あ
る
。

　
対
話
が
う
ま
く
い
か
ず
交
渉
は

後
、
同
国
政
府
の
財
政
難
に
よ
る

軍
や
警
察
の
整
備
の
遅
れ
な
ど
も

影
響
し
、
反
政
府
勢
力
タ
リ
バ
ン

が
支
配
地
域
を
広
げ
テ
ロ
を
繰
り

返
す
な
ど
、
治
安
が
悪
化
し
て
い

る
。

　
国
連
は
、
国
内
紛
争
の
当
事
者

に
対
し
て
も
対
話
を
促
し
て
き

た
。
し
か
し
、
対
立
す
る
勢
力
が

和
解
に
達
す
る
こ
と
は
や
は
り
困

難
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
国
」
と
い

う
組
織
で
は
な
い
武
装
集
団
は
、

国
連
の
決
定
に
従
わ
ず
、
和
解
を

期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
対
話
に

さ
え
呼
ば
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

交
渉
が
決
裂
し
た
場
合
、
国
で
は

な
い
組
織
に
対
し
て
は
、
経
済
制

裁
と
は
違
っ
た
対
応
が
な
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
例
と
し
て
は
、
空

爆
の
よ
う
な
直
接
的
な
攻
撃
や
、

そ
の
組
織
と
敵
対
す
る
勢
力
を
支

援
す
る
と
い
っ
た
間
接
的
な
攻
撃

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
対
応
は
本

当
に
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
紛
争

当
事
国
に
対
す
る
経
済
制
裁
に
関

し
て
は
、
あ
る
程
度
は
効
果
が
あ

る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
紛
争
当
事
国

の
周
辺
に
は
そ
の
国
を
支
援
す
る

国
が
存
在
す
る
こ
と
が
多
く
、
経

済
制
裁
も
完
全
に
は
意
味
を
成
さ

な
い
。
ま
た
、
空
爆
を
行
え
ば
必

ず
民
間
人
に
死
傷
者
が
出
て
し
ま

う
。
い
く
ら
綿
密
な
計
画
を
立
て

て
も
、
誤
爆
は
起
き
て
し
ま
う
の

だ
。
そ
れ
は
、
武
装
組
織
の
立
場

か
ら
見
て
も
、
民
間
人
の
立
場
か

ら
見
て
も
、
憎
し
み
が
増
大
す
る

だ
け
で
あ
り
、
新
た
な
争
い
を
生

む
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
、

敵
対
す
る
勢
力
を
支
援
す
る
こ
と

に
関
し
て
は
、
そ
の
勢
力
が
国
で

は
な
い
こ
と
も
あ
る
。
本
当
に
信

用
で
き
る
の
か
も
分
か
ら
な
い
。

そ
の
組
織
が
敗
走
し
た
場
合
、
提

決
裂
と
な
れ
ば
、
紛
争
を
止
め
る

た
め
の
よ
り
強
硬
な
手
段
が
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
と
し
て

は
、
輸
出
入
の
制
限
や
禁
止
、
在

外
資
産
の
凍
結
な
ど
の
経
済
制
裁

の
強
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
三
国

が
独
自
で
、
ま
た
は
他
国
と
共
同

で
紛
争
当
事
国
を
経
済
的
に
苦
し

め
る
こ
と
で
、
紛
争
を
止
め
さ
せ

よ
う
と
い
う
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、

多
く
の
国
で
行
う
ほ
う
が
効
果
は

あ
る
。
し
か
し
、
国
連
で
は
、
安

全
保
障
理
事
会
で
常
任
理
事
国
が

拒
否
権
を
発
動
さ
せ
、
制
裁
が
加

え
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
く
あ
る
。

　
現
代
に
入
り
、
紛
争
の
性
質
が

変
わ
っ
て
き
た
。
国
家
間
の
紛
争

が
減
少
し
、
国
内
の
紛
争
が
増
大

し
た
の
で
あ
る
。
日
々
メ
デ
ィ
ア

で
報
道
さ
れ
て
い
る
国
内
紛
争
の

例
と
し
て
は
、
シ
リ
ア
の
内
戦
が

あ
げ
ら
れ
る
。
民
主
的
な
デ
モ
を

政
府
軍
が
弾
圧
し
た
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
こ
の
内
戦
は
、
す
で
に
６

年
目
に
突
入
し
、
死
者
は
50
万
人

を
超
え
た
と
の
統
計
も
あ
る
。
政

府
軍
と
反
体
制
派
だ
け
で
は
な

く
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
組
織
Ｉ
Ｓ

な
ど
、
様
々
な
組
織
が
シ
リ
ア
全

土
で
戦
闘
を
繰
り
広
げ
て
お
り
、

終
わ
り
が
見
え
な
い
の
が
現
状
だ
。

　
シ
リ
ア
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

現
在
の
中
東
諸
国
は
非
常
に
混
沌

と
し
て
い
る
。
シ
リ
ア
の
隣
国
で

あ
る
イ
ラ
ク
で
も
、
Ｉ
Ｓ
が
支
配

地
域
を
広
げ
て
い
る
。
イ
ラ
ク
軍

を
中
心
と
し
た
連
合
部
隊
が
、
同

国
の
Ｉ
Ｓ
最
後
の
主
要
拠
点
で

あ
る
モ
ス
ル
の
奪
還
を
目
指
し
、

２
０
１
６
年
10
月
か
ら
大
規
模
な

作
戦
を
展
開
し
て
い
る
が
、
い
ま

だ
に
実
現
に
は
い
た
っ
て
い
な

い
。
ま
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で

は
、
２
０
１
４
年
に
駐
留
し
て
い

た
外
国
部
隊
の
大
半
が
撤
退
し
た

供
し
た
武
器
が
別
の
武
装
組
織
に

奪
取
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ

は
、
時
に
は
倒
し
た
い
相
手
を
支

援
す
る
こ
と
に
も
な
っ
て
し
ま
う
。

　
で
は
、
紛
争
の
本
質
的
な
解
決

に
は
何
が
必
要
か
。
そ
れ
は
「
経

済
的
支
援
」
と
「
教
育
」
で
あ
る
。

経
済
的
支
援
に
は
、
我
々
が
身
近

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
募
金
活
動

か
ら
、
国
に
よ
る
大
規
模
な
援
助

ま
で
様
々
な
方
法
が
あ
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
人
々
の
生
活
水
準
を

向
上
さ
せ
、
貧
困
か
ら
武
装
組
織

に
参
加
す
る
と
い
っ
た
負
の
連
鎖

を
断
ち
切
る
の
だ
。
実
際
に
Ｉ
Ｓ

は
、
若
者
の
貧
困
に
付
け
込
み 

「
組
織
に
入
れ
ば
高
額
な
給
料
が

保
証
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
う
た
い

文
句
を
使
っ
て
勧
誘
し
て
い
る
。

ま
た
、
十
分
な
教
育
を
実
施
し

人
々
の
倫
理
観
を
養
う
こ
と
で
、

自
ら
進
ん
で
武
装
組
織
に
入
る
人

の
数
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
教
育
を
受
け
て
い
な
い
た
め

に
、
武
装
組
織
に
勧
誘
さ
れ
そ
の

ま
ま
入
っ
て
し
ま
う
者
は
一
定
数

い
る
。
そ
う
し
た
人
々
を
止
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　
こ
れ
ら
２
つ
の
こ
と
は
、
国
や

組
織
に
対
し
て
で
は
な
く
、
一
人

ひ
と
り
に
対
し
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
し
か
に
、
紛
争
中

の
国
で
は
そ
れ
は
非
常
に
困
難
で

あ
る
。
ま
た
、
教
育
の
効
果
が
社

会
に
あ
ら
わ
れ
る
の
に
は
か
な
り

の
時
間
を
要
す
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
は
確
実
に
“
良
い
国
”
を
形

作
る
要
素
で
あ
る
。
少
し
ず
つ
で

も
時
間
が
か
か
っ
て
も
、
こ
れ
ら

を
紛
争
当
事
国
に
取
り
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
他
国
は

協
力
し
て
そ
の
環
境
を
作
り
出
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
目

先
の
事
象
に
対
応
す
る
こ
と
も
大

切
だ
が
、
数
十
年
先
を
も
見
据
え

　
本
学
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

事
業
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝

え
し
て
い
る
「
追
跡
‼
Ｓ
Ｇ
Ｕ
」。

今
回
は
「
国
連
・
国
際
機
関
へ
の

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想
」
実
現
へ
向

け
て
、
い
よ
い
よ
４
月
１
日
に
開

設
さ
れ
る
Ｍ
Ｓ
（
複
数
分
野
専
攻

制
）
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
国
連
・

外
交
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
並
び
に
、
大

学
院
「
国
連
・
外
交
コ
ー
ス
」
に

つ
い
て
お
伝
え
す
る
。

　
ま
ず
、
Ｍ
Ｓ
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
国
連
・
外
交
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

つ
い
て
だ
。
こ
れ
は
将
来
、
国

連
・
国
際
機
関
職
員
や
外
交
官
を

目
指
す
学
部
生
に
対
し
て
提
供
さ

れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
従
来

の
Ｍ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
同
様
、
所
属

学
部
の
授
業
に
加
え
て
「
国
連
・

外
交
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
必
要
単

位
、
32
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
で

修
了
を
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

交
統
括
セ
ン
タ
ー
の
情
報
を
確
認

し
て
ほ
し
い
。

　
２
０
１
７
年
度
以
前
の
入
学
生

に
対
し
て
は
、
先
ほ
ど
も
紹
介
し

た
久
木
田
純
招
聘
客
員
教
授
を
中

心
と
し
た
実
務
家
に
よ
る
キ
ャ
リ

ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ー
チ
ン
グ
も
随
時
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
受
け
付
け
て
い
る
。

早
い
時
期
か
ら
大
学
院
や
、
自
ら

の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
大
学
院「
国
連
・
外
交
コ
ー

ス
」
に
つ
い
て
だ
。
こ
れ
ま
で
こ

の
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
き
た

よ
う
に
、
国
連
・
国
際
機
関
職
員

に
な
る
に
は
一
般
的
に
修
士
以
上

の
高
い
専
門
性
と
、
実
務
経
験
が

必
要
で
あ
る
。そ
の
た
め
こ
の
コ
ー

ス
を
履
修
す
る
学
生
は
、
各
所
属

研
究
科
で
の
学
位
取
得
と
同
時

に
「
国
連
・
外
交
コ
ー
ス
」
に
定

め
ら
れ
て
い
る
23
単
位
を
修
得
す

る
。
学
内
外
の
大
学
生
、
さ
ら
に

は
本
学
の
卒
業
生
で
あ
る
社
会
人

な
ど
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
コ
ー
ス
の
科
目
は
経
営
戦
略

研
究
科
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）
な
ど
の
研
究

科
か
ら
も
個
別
に
履
修
が
可
能
に

な
っ
て
い
る
。
経
営
戦
略
研
究
科

は
留
学
生
が
非
常
に
多
い
た
め
、

授
業
が
多
様
性
、
国
際
性
豊
か
な

も
の
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
２
月
に
本
学
主
催
に
よ
る

日
本
の
国
連
加
盟
60
周
年
記
念
の

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。
そ
こ
で
ス
ピ
ー
チ
し
た
岸
田

文
雄
外
務
大
臣
は
、
現
在
８
０
０

人
の
日
本
人
国
際
機
関
職
員
を

２
０
２
５
年
に
１
０
０
０
人
に
増

や
す
と
い
う
国
の
方
針
を
述
べ

た
。
本
学
出
身
の
国
連
・
国
際
機

関
の
現
役
職
員
は
２
桁
を
超
え
て

い
る
。
こ
れ
は
８
０
０
人
の
日
本

人
が
国
連
・
国
際
機
関
で
働
い
て
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必
要
単
位
に
は
、
国
連
ユ
ー
ス
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
国
際
社
会
貢
献
活

動
、
そ
れ
ら
の
活
動
に
必
要
な
事

柄
を
学
ぶ
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に

各
学
部
が
開
講
す
る
、
国
際
関
係

や
人
権
、
宗
教
、
国
際
法
な
ど
、

国
際
公
共
の
分
野
で
活
躍
す
る

リ
ー
ダ
ー
に
な
る
た
め
に
必
要
不

可
欠
な
知
識
を
得
る
科
目
も
選
択

必
修
科
目
と
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

必
修
科
目
に
は
大
学
院
「
国
連
・

外
交
コ
ー
ス
」
と
共
通
で
開
講

さ
れ
る
「Career Seminar for 

International Organizations

」

が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
科
目

は
、
国
連
児
童
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
Ｆ
）
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
代
表
を
務

め
た
久
木
田
純
招
聘
客
員
教
授
な

ど
の
国
連
・
外
交
の
第
一
線
で
活

躍
し
て
き
た
実
務
家
教
員
が
担
当

す
る
。
大
学
院「
国
連
・
外
交
コ
ー

ス
」
の
授
業
は
全
て
英
語
で
行
わ

れ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
科
目
に
関

し
て
は
学
部
生
も
英
語
の
授
業
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
。
学
部
生
の

段
階
か
ら
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
の

授
業
を
受
講
す
る
こ
と
で
、
将
来

の
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
に
も
繋
が
る
。

　
学
部
生
に
提
供
さ
れ
る
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
だ
が
、
履
修
で
き
る
の

は
２
０
１
７
年
度
以
降
の
入
学
生

で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
ま

た
、
定
員
は
20
人
と
な
っ
て
お
り

少
数
精
鋭
と
な
る
。
１
年
次
秋
学

期
か
ら
申
し
込
み
が
開
始
さ
れ
、

選
考
を
経
て
２
年
次
春
学
期
か
ら

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
始
す
る
。
４

月
６
日
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

Ａ
Ｂ
Ｃ
で
説
明
会
が
開
催
さ
れ

る
。
国
連
や
外
交
に
興
味
の
あ
る

２
０
１
７
年
度
の
入
学
生
に
は
参

加
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
す
る
。

説
明
会
は
こ
れ
以
外
に
も
随
時
開

催
予
定
で
あ
る
の
で
、
国
連
・
外

た
対
応
を
す
る
こ
と
は
さ
ら
に
重

要
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
紛
争

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
誰
も

紛
争
を
望
ん
で
は
い
な
い
。
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い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
と

誇
れ
る
数
字
で
あ
る
の
だ
。
こ
の

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
創
設
を
機
に
、
世

界
を
股
に
か
け
活
躍
す
る
人
が
さ

ら
に
増
え
る
未
来
は
、
そ
う
遠
く

は
な
い
。

　
国
連
・
国
際
機
関
職
員
や
外

交
官
と
い
う
の
は
ご
存
知
の
通

り
、
狭
き
門
で
あ
り
そ
れ
相
応
の

準
備
が
必
要
で
あ
る
。
未
来
に
向

け
て
大
学
入
学
以
前
か
ら
準
備
を

し
て
い
こ
う
と
い
う
構
想
も
な
さ

れ
て
い
る
。
元
国
連
事
務
次
官

の
明
石
康
招
聘
客
員
教
授
が
塾
長

と
な
り
、
昨
年
８
月
に
２
泊
３
日

の
日
程
で
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ

ス
と
千
刈
キ
ャ
ン
プ
で
全
国
の
Ｓ

Ｇ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
）
の
生
徒
を
対
象
と

し
た
「
関
西
学
院
世
界
市
民
明
石

塾
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は

現
役
の
国
連
職
員
と
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
や
、
英
語
に
よ
る
講
義
な
ど
が

行
わ
れ
た
。
参
加
し
た
高
校
生
か

ら
は
「
同
じ
世
代
に
こ
れ
程
レ
ベ

ル
の
高
い
学
生
が
い
る
こ
と
に
驚

い
た
と
と
も
に
、
刺
激
に
も
な
っ

た
」
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た

そ
う
だ
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
形
を

少
々
変
え
る
が
今
年
も
開
催
予
定

で
あ
る
。

　
思
い
描
く
キ
ャ
リ
ア
の
実
現
に

は
長
い
道
の
り
が
あ
り
、
生
半
可

な
気
持
ち
で
は
実
現
で
き
な
い
。

強
い
動
機
づ
け
や
、
努
力
を
続
け

る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ

る
。
高
校
・
大
学
・
大
学
院
・
卒

業
後
と
続
く
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

は
日
本
で
も
類
を
見
な
い
も
の

だ
。こ
れ
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、

よ
り
多
く
の
人
が
キ
ャ
リ
ア
を
実

現
し
、
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
の

「Mastery for Service

」
を
体

現
し
た
世
界
市
民
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
を
願
う
。
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人
類
が
生
き
て
い
る
以
上
、
争

い
を
な
く
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。
人
類
の
歴
史
は
戦
い
の
歴
史

で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
強
い
者
が
そ
の
地
位
と
権
力

を
確
立
し
て
き
た
。
近
代
に
入
っ

て
か
ら
の
人
類
は
、
第
一
次
・
第

二
次
世
界
大
戦
と
い
う
、
大
規
模

で
凄
惨
な
紛
争
を
経
験
し
た
。
そ

し
て
、
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
す
べ

き
で
は
な
い
、
紛
争
を
解
決
す
る

国
際
的
な
組
織
が
必
要
だ
と
の
思

い
か
ら
、
国
際
連
合
（
国
連
）
が

設
立
さ
れ
た
。

　
国
連
は
、
国
家
間
で
紛
争
が
起

き
る
と
、
そ
れ
を
終
わ
ら
せ
る
た

め
、
幾
度
と
な
く
当
事
者
間
の
対

話
を
促
し
て
き
た
。
し
か
し
、
両

者
は
深
く
対
立
し
て
い
る
た
め
、

同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
く
こ
と
さ
え

困
難
な
場
合
が
多
い
。
さ
ら
に
、

当
事
者
間
の
顔
合
わ
せ
が
実
現
し

た
と
し
て
も
、
そ
の
後
の
対
話
に

よ
っ
て
紛
争
を
解
決
す
る
こ
と
は

非
常
に
困
難
だ
。
お
互
い
が
主
張

を
譲
ら
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
で

あ
る
。

　
対
話
が
う
ま
く
い
か
ず
交
渉
は

後
、
同
国
政
府
の
財
政
難
に
よ
る

軍
や
警
察
の
整
備
の
遅
れ
な
ど
も

影
響
し
、
反
政
府
勢
力
タ
リ
バ
ン

が
支
配
地
域
を
広
げ
テ
ロ
を
繰
り

返
す
な
ど
、
治
安
が
悪
化
し
て
い

る
。

　
国
連
は
、
国
内
紛
争
の
当
事
者

に
対
し
て
も
対
話
を
促
し
て
き

た
。
し
か
し
、
対
立
す
る
勢
力
が

和
解
に
達
す
る
こ
と
は
や
は
り
困

難
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
国
」
と
い

う
組
織
で
は
な
い
武
装
集
団
は
、

国
連
の
決
定
に
従
わ
ず
、
和
解
を

期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
対
話
に

さ
え
呼
ば
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

交
渉
が
決
裂
し
た
場
合
、
国
で
は

な
い
組
織
に
対
し
て
は
、
経
済
制

裁
と
は
違
っ
た
対
応
が
な
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
例
と
し
て
は
、
空

爆
の
よ
う
な
直
接
的
な
攻
撃
や
、

そ
の
組
織
と
敵
対
す
る
勢
力
を
支

援
す
る
と
い
っ
た
間
接
的
な
攻
撃

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
対
応
は
本

当
に
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
紛
争

当
事
国
に
対
す
る
経
済
制
裁
に
関

し
て
は
、
あ
る
程
度
は
効
果
が
あ

る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
紛
争
当
事
国

の
周
辺
に
は
そ
の
国
を
支
援
す
る

国
が
存
在
す
る
こ
と
が
多
く
、
経

済
制
裁
も
完
全
に
は
意
味
を
成
さ

な
い
。
ま
た
、
空
爆
を
行
え
ば
必

ず
民
間
人
に
死
傷
者
が
出
て
し
ま

う
。
い
く
ら
綿
密
な
計
画
を
立
て

て
も
、
誤
爆
は
起
き
て
し
ま
う
の

だ
。
そ
れ
は
、
武
装
組
織
の
立
場

か
ら
見
て
も
、
民
間
人
の
立
場
か

ら
見
て
も
、
憎
し
み
が
増
大
す
る

だ
け
で
あ
り
、
新
た
な
争
い
を
生

む
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
、

敵
対
す
る
勢
力
を
支
援
す
る
こ
と

に
関
し
て
は
、
そ
の
勢
力
が
国
で

は
な
い
こ
と
も
あ
る
。
本
当
に
信

用
で
き
る
の
か
も
分
か
ら
な
い
。

そ
の
組
織
が
敗
走
し
た
場
合
、
提

決
裂
と
な
れ
ば
、
紛
争
を
止
め
る

た
め
の
よ
り
強
硬
な
手
段
が
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
と
し
て

は
、
輸
出
入
の
制
限
や
禁
止
、
在

外
資
産
の
凍
結
な
ど
の
経
済
制
裁

の
強
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
三
国

が
独
自
で
、
ま
た
は
他
国
と
共
同

で
紛
争
当
事
国
を
経
済
的
に
苦
し

め
る
こ
と
で
、
紛
争
を
止
め
さ
せ

よ
う
と
い
う
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、

多
く
の
国
で
行
う
ほ
う
が
効
果
は

あ
る
。
し
か
し
、
国
連
で
は
、
安

全
保
障
理
事
会
で
常
任
理
事
国
が

拒
否
権
を
発
動
さ
せ
、
制
裁
が
加

え
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
く
あ
る
。

　
現
代
に
入
り
、
紛
争
の
性
質
が

変
わ
っ
て
き
た
。
国
家
間
の
紛
争

が
減
少
し
、
国
内
の
紛
争
が
増
大

し
た
の
で
あ
る
。
日
々
メ
デ
ィ
ア

で
報
道
さ
れ
て
い
る
国
内
紛
争
の

例
と
し
て
は
、
シ
リ
ア
の
内
戦
が

あ
げ
ら
れ
る
。
民
主
的
な
デ
モ
を

政
府
軍
が
弾
圧
し
た
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
こ
の
内
戦
は
、
す
で
に
６

年
目
に
突
入
し
、
死
者
は
50
万
人

を
超
え
た
と
の
統
計
も
あ
る
。
政

府
軍
と
反
体
制
派
だ
け
で
は
な

く
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
組
織
Ｉ
Ｓ

な
ど
、
様
々
な
組
織
が
シ
リ
ア
全

土
で
戦
闘
を
繰
り
広
げ
て
お
り
、

終
わ
り
が
見
え
な
い
の
が
現
状
だ
。

　
シ
リ
ア
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

現
在
の
中
東
諸
国
は
非
常
に
混
沌

と
し
て
い
る
。
シ
リ
ア
の
隣
国
で

あ
る
イ
ラ
ク
で
も
、
Ｉ
Ｓ
が
支
配

地
域
を
広
げ
て
い
る
。
イ
ラ
ク
軍

を
中
心
と
し
た
連
合
部
隊
が
、
同

国
の
Ｉ
Ｓ
最
後
の
主
要
拠
点
で

あ
る
モ
ス
ル
の
奪
還
を
目
指
し
、

２
０
１
６
年
10
月
か
ら
大
規
模
な

作
戦
を
展
開
し
て
い
る
が
、
い
ま

だ
に
実
現
に
は
い
た
っ
て
い
な

い
。
ま
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で

は
、
２
０
１
４
年
に
駐
留
し
て
い

た
外
国
部
隊
の
大
半
が
撤
退
し
た

供
し
た
武
器
が
別
の
武
装
組
織
に

奪
取
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ

は
、
時
に
は
倒
し
た
い
相
手
を
支

援
す
る
こ
と
に
も
な
っ
て
し
ま
う
。

　
で
は
、
紛
争
の
本
質
的
な
解
決

に
は
何
が
必
要
か
。
そ
れ
は
「
経

済
的
支
援
」
と
「
教
育
」
で
あ
る
。

経
済
的
支
援
に
は
、
我
々
が
身
近

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
募
金
活
動

か
ら
、
国
に
よ
る
大
規
模
な
援
助

ま
で
様
々
な
方
法
が
あ
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
人
々
の
生
活
水
準
を

向
上
さ
せ
、
貧
困
か
ら
武
装
組
織

に
参
加
す
る
と
い
っ
た
負
の
連
鎖

を
断
ち
切
る
の
だ
。
実
際
に
Ｉ
Ｓ

は
、
若
者
の
貧
困
に
付
け
込
み 

「
組
織
に
入
れ
ば
高
額
な
給
料
が

保
証
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
う
た
い

文
句
を
使
っ
て
勧
誘
し
て
い
る
。

ま
た
、
十
分
な
教
育
を
実
施
し

人
々
の
倫
理
観
を
養
う
こ
と
で
、

自
ら
進
ん
で
武
装
組
織
に
入
る
人

の
数
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
教
育
を
受
け
て
い
な
い
た
め

に
、
武
装
組
織
に
勧
誘
さ
れ
そ
の

ま
ま
入
っ
て
し
ま
う
者
は
一
定
数

い
る
。
そ
う
し
た
人
々
を
止
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　
こ
れ
ら
２
つ
の
こ
と
は
、
国
や

組
織
に
対
し
て
で
は
な
く
、
一
人

ひ
と
り
に
対
し
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
し
か
に
、
紛
争
中

の
国
で
は
そ
れ
は
非
常
に
困
難
で

あ
る
。
ま
た
、
教
育
の
効
果
が
社

会
に
あ
ら
わ
れ
る
の
に
は
か
な
り

の
時
間
を
要
す
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
は
確
実
に
“
良
い
国
”
を
形

作
る
要
素
で
あ
る
。
少
し
ず
つ
で

も
時
間
が
か
か
っ
て
も
、
こ
れ
ら

を
紛
争
当
事
国
に
取
り
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
他
国
は

協
力
し
て
そ
の
環
境
を
作
り
出
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
目

先
の
事
象
に
対
応
す
る
こ
と
も
大

切
だ
が
、
数
十
年
先
を
も
見
据
え

　
本
学
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

事
業
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝

え
し
て
い
る
「
追
跡
‼
Ｓ
Ｇ
Ｕ
」。

今
回
は
「
国
連
・
国
際
機
関
へ
の

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想
」
実
現
へ
向

け
て
、
い
よ
い
よ
４
月
１
日
に
開

設
さ
れ
る
Ｍ
Ｓ
（
複
数
分
野
専
攻

制
）
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
国
連
・

外
交
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
並
び
に
、
大

学
院
「
国
連
・
外
交
コ
ー
ス
」
に

つ
い
て
お
伝
え
す
る
。

　
ま
ず
、
Ｍ
Ｓ
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
国
連
・
外
交
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

つ
い
て
だ
。
こ
れ
は
将
来
、
国

連
・
国
際
機
関
職
員
や
外
交
官
を

目
指
す
学
部
生
に
対
し
て
提
供
さ

れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
従
来

の
Ｍ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
同
様
、
所
属

学
部
の
授
業
に
加
え
て
「
国
連
・

外
交
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
必
要
単

位
、
32
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
で

修
了
を
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

交
統
括
セ
ン
タ
ー
の
情
報
を
確
認

し
て
ほ
し
い
。

　
２
０
１
７
年
度
以
前
の
入
学
生

に
対
し
て
は
、
先
ほ
ど
も
紹
介
し

た
久
木
田
純
招
聘
客
員
教
授
を
中

心
と
し
た
実
務
家
に
よ
る
キ
ャ
リ

ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ー
チ
ン
グ
も
随
時
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
受
け
付
け
て
い
る
。

早
い
時
期
か
ら
大
学
院
や
、
自
ら

の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
大
学
院「
国
連
・
外
交
コ
ー

ス
」
に
つ
い
て
だ
。
こ
れ
ま
で
こ

の
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
き
た

よ
う
に
、
国
連
・
国
際
機
関
職
員

に
な
る
に
は
一
般
的
に
修
士
以
上

の
高
い
専
門
性
と
、
実
務
経
験
が

必
要
で
あ
る
。そ
の
た
め
こ
の
コ
ー

ス
を
履
修
す
る
学
生
は
、
各
所
属

研
究
科
で
の
学
位
取
得
と
同
時

に
「
国
連
・
外
交
コ
ー
ス
」
に
定

め
ら
れ
て
い
る
23
単
位
を
修
得
す

る
。
学
内
外
の
大
学
生
、
さ
ら
に

は
本
学
の
卒
業
生
で
あ
る
社
会
人

な
ど
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
コ
ー
ス
の
科
目
は
経
営
戦
略

研
究
科
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）
な
ど
の
研
究

科
か
ら
も
個
別
に
履
修
が
可
能
に

な
っ
て
い
る
。
経
営
戦
略
研
究
科

は
留
学
生
が
非
常
に
多
い
た
め
、

授
業
が
多
様
性
、
国
際
性
豊
か
な

も
の
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
２
月
に
本
学
主
催
に
よ
る

日
本
の
国
連
加
盟
60
周
年
記
念
の

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。
そ
こ
で
ス
ピ
ー
チ
し
た
岸
田

文
雄
外
務
大
臣
は
、
現
在
８
０
０

人
の
日
本
人
国
際
機
関
職
員
を

２
０
２
５
年
に
１
０
０
０
人
に
増

や
す
と
い
う
国
の
方
針
を
述
べ

た
。
本
学
出
身
の
国
連
・
国
際
機

関
の
現
役
職
員
は
２
桁
を
超
え
て

い
る
。
こ
れ
は
８
０
０
人
の
日
本

人
が
国
連
・
国
際
機
関
で
働
い
て
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必
要
単
位
に
は
、
国
連
ユ
ー
ス
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
国
際
社
会
貢
献
活

動
、
そ
れ
ら
の
活
動
に
必
要
な
事

柄
を
学
ぶ
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に

各
学
部
が
開
講
す
る
、
国
際
関
係

や
人
権
、
宗
教
、
国
際
法
な
ど
、

国
際
公
共
の
分
野
で
活
躍
す
る

リ
ー
ダ
ー
に
な
る
た
め
に
必
要
不

可
欠
な
知
識
を
得
る
科
目
も
選
択

必
修
科
目
と
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

必
修
科
目
に
は
大
学
院
「
国
連
・

外
交
コ
ー
ス
」
と
共
通
で
開
講

さ
れ
る
「Career Seminar for 

International Organizations

」

が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
科
目

は
、
国
連
児
童
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
Ｆ
）
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
代
表
を
務

め
た
久
木
田
純
招
聘
客
員
教
授
な

ど
の
国
連
・
外
交
の
第
一
線
で
活

躍
し
て
き
た
実
務
家
教
員
が
担
当

す
る
。
大
学
院「
国
連
・
外
交
コ
ー

ス
」
の
授
業
は
全
て
英
語
で
行
わ

れ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
科
目
に
関

し
て
は
学
部
生
も
英
語
の
授
業
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
。
学
部
生
の

段
階
か
ら
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
の

授
業
を
受
講
す
る
こ
と
で
、
将
来

の
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
に
も
繋
が
る
。

　
学
部
生
に
提
供
さ
れ
る
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
だ
が
、
履
修
で
き
る
の

は
２
０
１
７
年
度
以
降
の
入
学
生

で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
ま

た
、
定
員
は
20
人
と
な
っ
て
お
り

少
数
精
鋭
と
な
る
。
１
年
次
秋
学

期
か
ら
申
し
込
み
が
開
始
さ
れ
、

選
考
を
経
て
２
年
次
春
学
期
か
ら

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
始
す
る
。
４

月
６
日
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

Ａ
Ｂ
Ｃ
で
説
明
会
が
開
催
さ
れ

る
。
国
連
や
外
交
に
興
味
の
あ
る

２
０
１
７
年
度
の
入
学
生
に
は
参

加
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
す
る
。

説
明
会
は
こ
れ
以
外
に
も
随
時
開

催
予
定
で
あ
る
の
で
、
国
連
・
外

た
対
応
を
す
る
こ
と
は
さ
ら
に
重

要
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
紛
争

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
誰
も

紛
争
を
望
ん
で
は
い
な
い
。
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応
援
団
総
部

　
　チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

　BIGMAMA

前
の
プ
ラ
ザ
で

練
習
に
励
む
姿
や
、
入
学
式
で
の

応
援
団
総
部
の
応
援
な
ど
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
部
の
活
動
を
目
に
す
る

こ
と
は
多
い
。
一
生
懸
命
に
活
動

す
る
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
の
魅
力
と

活
動
を
紹
介
し
た
い
。

　
応
援
団
総
部
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

は
、
本
学
の
体
育
会
の
応
援
を
す

る
「
応
援
活
動
」
と
、
外
部
か
ら

の
依
頼
を
受
け
て
演
技
を
披
露
す

る
「
依
頼
活
動
」
を
主
に
行
っ
て

い
る
。
依
頼
活
動
は
、
結
婚
披
露

宴
や
小
学
校
の
夏
祭
り
、
企
業
の

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
と
の
合
同
演

技
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
ま
た
、

７
月
に
は
１
年
生
か
ら
３
年
生

が
演
技
を
披
露
す
る
「Summer 

Festa

」
を
行
い
、
12
月
に
は

１
年
間
の
集
大
成
を
発
表
す
る

「W
inter Festa

」
と
い
う
単
独

公
演
を
行
っ
て
い
る
。
関
関
同
立

の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
と
し
て
は
唯

一
競
技
と
し
て
の
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
は
行
っ
て
い
な
い
。
ダ
ン
ス

や
バ
レ
エ
経
験
者
が
多
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
が
、
現
在
の
部
員
26
名

中
経
験
者
は
３
、４
人
で
あ
り
、

未
経
験
者
も
安
心
し
て
入
部
で
き

る
環
境
で
あ
る
。

　
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
魅
力
に

つ
い
て
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
部
長

の
水
谷
菜
穂
子
さ
ん
（
文
・
４
）

は
「
練
習
は
厳
し
い
で
す
が
、
部

員
全
員
で
作
り
上
げ
た
も
の
を
ス

テ
ー
ジ
で
披
露
で
き
た
と
き
に
は

と
て
も
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
応
援
の
場
合
で
も
公
演
の
場

合
で
も
会
場
の
全
て
の
人
が
笑
顔

に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。
人
を
元
気

に
で
き
る
素
敵
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
と

思
い
ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
な
が

ら
語
っ
て
く
れ
た
。
部
の
雰
囲
気

に
つ
い
て
は
「
４
年
生
が
中
心
と

な
り
練
習
し
て
い
ま
す
が
、
下
級

生
が
積
極
的
に
盛
り
上
げ
る
こ
と

も
多
く
、
練
習
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
練
習
以
外
の
時
間

で
は
先
輩
後
輩
が
冗
談
を
言
い
合

え
る
よ
う
な
関
係
で
オ
ン
オ
フ
が

は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
今
年
か

ら
は
縦
割
り
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り

縦
の
繋
が
り
も
強
く
し
て
い
こ
う

と
い
う
取
り
組
み
も
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
始
め
た
ば
か
り
で
ど
ん

な
結
果
に
な
る
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
部
に
と
っ
て
良
い
も
の
に
な

れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

語
る
。

　
最
後
に
新
入
生
に
向
け
て
、
水

谷
さ
ん
は
「
４
年
間
同
じ
目
標
に

向
か
っ
て
高
め
あ
う
仲
間
と
い
う

の
は
な
か
な
か
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
部
な
ら
そ
ん
な
存
在
が

で
き
ま
す
。
そ
し
て
応
援
を
通
し

て
、
人
の
人
生
の
節
目
や
イ
ベ
ン

ト
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
部
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と

に
魅
力
を
感
じ
た
人
は
ぜ
ひ
入
部

し
て
く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
っ
た
。

　
４
月
25
日
に
はBIGMAMA

前
プ
ラ
ザ
で
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
単

独
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
る
。
ま
た
、
４
月
中
に
応

援
団
総
部
全
体
で
も
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
が
２
回
行
わ
れ
る
。

彼
女
た
ち
の
一
生
懸
命
な
姿
を
ぜ

ひ
見
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

■年間スケジュール■
４月　入学式　春季応援
５月　鉄人広場イベント

「そんなあなたを応援します」
６月　総合関関戦
７月　Summer Festa
８月　合宿
９月　連盟祭　秋季応援
11月　総部祭
12月　Winter Festa
３月　体育会功労賞　卒業式

■年間スケジュール■
４月　新入生歓迎会

６月　関西春季リーグ

９月　関西囲碁部OB現役交流会
　　　夏合宿

11月　秋季関西リーグ

12月　OB現役交流会

■基本情報■
活動場所　BIGMAMA前プラザ
　　　　体育館
活動日時　17：00～20：30

（火・水・金曜）
　　　　12：45～13：10（木曜）

依頼活動・応援活動（土・日曜）
部員数　26人
連絡先　水谷菜穂子（経・３）
　　　　090－6909－3784
kg.cheer.dolphins@gmail.com

■基本情報■
活動場所　新学生会館２階
　　　　　囲碁部部室

活動日時　月～金曜日

部員数　30人

連絡先　鈴木雄大（経・３）
a-t-g.littlethinks11s@docomo.ne.jp

　
大
学
に
入
学
し
て
何
か
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た
い
人
、
自

分
の
居
場
所
が
欲
し
い
人
に
お
勧

め
な
の
が
囲
碁
部
で
あ
る
。

　
囲
碁
部
に
は
大
会
で
上
位
に
入

る
よ
う
な
上
級
者
か
ら
初
心
者
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
棋
力
を
持
つ
人
が

在
籍
し
て
い
る
。
大
学
に
入
っ
て

か
ら
囲
碁
を
始
め
た
と
い
う
人
も

多
数
い
る
た
め
、
今
ま
で
囲
碁
を

し
た
こ
と
が
無
い
と
い
う
人
で
も

安
心
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
新
学
生
会
館
２
階
に
あ
る
囲
碁

部
の
部
室
は
授
業
の
あ
る
日
で
あ

れ
ば
ほ
と
ん
ど
毎
日
開
放
し
て
い

る
。
全
員
が
必
ず
参
加
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
練
習
日
は
特
に
決
め

ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
活
動
し
て
い

る
。
授
業
や
ア
ル
バ
イ
ト
が
忙
し

い
人
、
ほ
か
の
部
活
動
や
サ
ー
ク

る
と
兼
部
し
て
い
る
人
も
多
数
在

籍
し
て
い
る
た
め
、
大
学
生
活
で

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
て
み

た
い
人
は
大
歓
迎
で
あ
る
。

　
普
段
の
活
動
で
は
、
部
員
同
士

で
対
局
を
し
た
り
、
互
い
に
教
え

あ
っ
た
り
、
詰
碁
や
棋
譜
を
並

べ
た
り
し
て
実
力
を
高
め
あ
っ

て
い
る
。
初
心
者
で
あ
っ
て
も
経

験
者
が
丁
寧
に
指
導
し
て
く
れ
る

た
め
、
や
る
気
さ
え
あ
れ
ば
部

内
リ
ー
グ
戦
を
勝
ち
抜
き
、
大
会

に
出
場
で
き
る
ま
で
に
強
く
な
る

こ
と
が
可
能
だ
。
さ
ら
に
、
不
定

期
で
は
あ
る
が
、
プ
ロ
棋
士
の
前

田
亮
先
生
か
ら
直
々
に
指
導
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
も
魅
力

だ
。

　
部
内
の
雰
囲
気
は
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
で
、
空
き
コ
マ
や
昼
休
み
に
は

多
く
の
部
員
で
部
室
は
賑
わ
う
。

先
輩
、
後
輩
の
仲
も
よ
く
、
テ
ス

ト
後
な
ど
に
開
催
さ
れ
る
打
ち
上

げ
や
夏
休
み
の
合
宿
に
は
ほ
と
ん

ど
の
部
員
が
参
加
し
て
仲
を
深
め

合
っ
て
い
る
。
合
宿
の
行
先
は
毎

年
様
々
で
、
昨
年
は
城
崎
温
泉
を

訪
れ
た
。

　
囲
碁
部
に
少
し
で
も
興
味
を

も
っ
た
人
は
一
度
囲
碁
部
の
部
室

に
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。

囲

碁

部

ハ
ー
モ
ニ
カ
ソ
サ
イ
ア
テ
ィ

　
大
学
で
は
新
し
く
音
楽
を
始
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
新
入
生
は
多

い
こ
と
だ
ろ
う
。
幸
い
な
こ
と
に

本
学
に
は
、
音
楽
に
ま
つ
わ
る
部

や
サ
ー
ク
ル
が
溢
れ
て
い
る
。
ど

の
団
体
も
様
々
な
個
性
を
持
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
が
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い

る
。
だ
が
、
あ
ら
ゆ
る
部
室
へ
顔

を
出
し
、
あ
ら
ゆ
る
部
活
動
か
ら

勧
誘
を
受
け
、
ひ
と
つ
の
部
に
絞

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
多
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
あ

な
た
を
も
っ
と
悩
ま
せ
る
部
を
ひ

と
つ
ご
紹
介
し
よ
う
。
文
化
総
部

ハ
ー
モ
ニ
カ
ソ
サ
イ
ア
テ
ィ
だ
。

　
ハ
ー
モ
ニ
カ
ソ
サ
イ
ア
テ
ィ
と

は
、
そ
の
部
の
名
の
通
り
、
ハ
ー

モ
ニ
カ
が
主
役
で
あ
る
。
た
だ
、

勘
違
い
さ
れ
や
す
い
の
が
ハ
ー
モ

ニ
カ
奏
者
し
か
い
な
い
と
思
わ
れ

て
し
ま
う
点
で
あ
る
。実
際
に
は
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
だ
け
で
な
く
フ
ル
ー

ト
や
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、
マ
リ
ン

バ
、ギ
タ
ー
、ベ
ー
ス
、ド
ラ
ム
な
ど
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
か
ら
は
想
像
で
き
な

い
意
外
な
楽
器
を
合
奏
す
る
。

　
部
は
週
３
日
間
の
活
動
の
他

に
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
。
主
な

コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
、
新
入
生
歓

迎
コ
ン
サ
ー
ト
、春
コ
ン
サ
ー
ト
、

新
月
祭
ラ
イ
ブ
、
そ
し
て
集
大
成

の
定
期
演
奏
会
が
あ
る
。
合
宿
は

春
合
宿
、
夏
合
宿
の
年
２
回
を
行

う
。
授
業
の
空
き
時
間
に
練
習
場

へ
集
ま
る
部
員
も
多
い
と
い
う
。

　
部
長
の
笹
川
美
穂
さ
ん
（
文
・

３
）
は
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
ソ
サ
イ
ア

テ
ィ
で
は
、
Ｊ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
は
も
ち

ろ
ん
ジ
ャ
ズ
、
洋
楽
、
演
歌
な
ど

様
々
な
曲
を
演
奏
し
ま
す
。
ハ
ー

モ
ニ
カ
や
他
の
楽
器
、
今
ま
で
興

味
の
な
か
っ
た
楽
器
や
音
楽
の
魅

力
に
も
気
づ
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
大
学
の
部
活
動
で
あ
り
な
が

ら
厳
し
す
ぎ
ず
、
ゆ
る
す
ぎ
ず
、

部
内
の
雰
囲
気
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

で
あ
り
、
大
学
で
居
場
所
が
ほ
し

い
人
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い
ま

す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　
音
楽
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
と

い
う
。部
室
の
ド
ア
を
気
軽
に
ノ
ッ

ク
し
て
み
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。
優

し
い
先
輩
が
き
っ
と
良
い
大
学
生

活
へ
導
い
て
く
れ
る
は
ず
。

■年間スケジュール■
４月　新歓ライブ
５月　春コンサート
６月　つなぎ練習期間
８月　夏休み
９月　夏合宿
11月　新月祭ライブ
12月　定期演奏会
１月　冬休み
３月　春合宿

■基本情報■

活動場所　音楽練習場９

活動日時　月・水・金曜放課後

連絡先　笹川美穂（文・４）
sasagawa31415@gmail.com

2017年4月1日関 西 学 院 大 学 新 聞

2017年4月1日 関 西 学 院 大 学 新 聞
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関
西
学
院
室
内
管
弦
楽
団

バ
ロ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
大
学
生
活
を
音
楽
に
捧
げ
た

い
。
そ
ん
な
人
に
お
勧
め
し
た
い

の
が
関
西
学
院
室
内
管
弦
楽
団
バ

ロ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
だ
。
バ

ロ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
、
管
楽

器
と
弦
楽
器
を
使
用
し
、
少
人
数

で
宗
教
音
楽
や
讃
美
歌
な
ど
を
演

奏
し
て
い
る
部
で
あ
る
。
バ
ロ
ッ

ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
聞
く
と
、
イ

メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い
人
も
い
る
か

も
し
れ
な
い
が「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・

グ
レ
イ
ス
」
と
い
っ
た
、
皆
さ
ん

も
よ
く
知
っ
て
い
る
曲
も
た
く
さ

ん
演
奏
し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
バ
ロ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
の
主
な
活
動
は
、
各
学
部
の

チ
ャ
ペ
ル
で
の
演
奏
と
、
年
３
回

行
わ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
だ
。
チ
ャ

ペ
ル
で
の
演
奏
は
、
各
学
期
に
、

西
宮
上
ケ
原
・
神
戸
三
田
キ
ャ
ン

パ
ス
す
べ
て
の
学
部
で
、
１
度
ず

つ
行
わ
れ
る
。
皆
さ
ん
も
自
分

の
学
部
に
来
た
と
き
に
は
ぜ
ひ

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
ほ
し
い
。
ま

た
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
５
月
の
ヌ
ー

ン
コ
ン
サ
ー
ト
・
11
月
の
新
月
祭

コ
ン
サ
ー
ト
・
12
月
の
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
の
３
つ
を
開
催
し

て
い
る
。
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
と

は
、
吉
岡
記
念
館
で
日
々
活
動
し

て
い
る
音
楽
団
体
が
、
順
番
に
昼

休
み
に
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

す
る
と
い
う
も
の
だ
。
新
月
祭
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
新
月
祭
の
期
間
に

行
わ
れ
る
。
ま
た
、
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
バ
ロ
ッ
ク
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
の
み
で
行
わ
れ
る
コ
ン

サ
ー
ト
だ
。
部
の
雰
囲
気
に
つ
い

て
、
副
部
長
の
植
野
真
子
さ
ん

（
社
・
３
）
は
、「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

で
先
輩
・
後
輩
の
仲
が
良
く
、
や

る
と
き
は
や
る
部
。
少
人
数
だ
が

そ
こ
も
魅
力
」と
語
る
。
ま
た「
少

人
数
だ
か
ら
こ
そ
、
距
離
感
が
近

い
た
め
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
。

練
習
も
多
く
大
変
な
こ
と
も
あ
っ

た
け
ど
、
そ
の
分
時
間
の
使
い
方

が
と
て
も
う
ま
く
な
っ
た
と
思

う
。
振
り
返
っ
て
み
た
ら
充
実
し

て
い
た
し
、
何
よ
り
楽
し
く
音
楽

が
で
き
た
」
と
入
部
し
て
よ
か
っ

た
と
い
う
思
い
を
熱
く
語
る
。

　
讃
美
歌
の
演
奏
、
チ
ャ
ペ
ル
で

の
演
奏
を
行
う
バ
ロ
ッ
ク
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
は
、
ま
さ
に
「
本
学
ら
し

い
」
部
で
あ
る
。
弦
楽
器
は
初
心

者
も
募
集
し
て
い
る
そ
う
だ
。
部

員
の
中
に
は
経
験
者
も
在
籍
し
て

お
り
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
整
っ
て

い
る
と
い
う
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、

彼
ら
が
活
動
し
て
い
る
吉
岡
記
念

館
に
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
。
温
か

い
音
楽
で
あ
な
た
を
迎
え
入
れ
て

く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

■年間スケジュール■
４月　　新歓
５月　　ヌーンコンサート
８月　　夏休み練習開始
９月　　合宿
11月　　新月祭コンサート
12月　　クリスマスコンサート
３月　　春休み練習開始

■年間スケジュール■
４月　　新歓イベント
５月　　お茶会
夏休み　合宿
11月　　新月祭出店
12月　　手作り茶会
２月　　春風の宴煎茶会（卒業茶会）

■基本情報■
活動場所　吉岡記念館 ２階 研修室
活動日時　月・水・金 18：30～21：00
　　　　（コンサート1ヶ月前は
　　　　 土曜日の９：50～13：00も）
　　　　夏休み・春休み
　　　　月・水・金 ９：50～13：00
部員数　９人
連絡先　高橋弥生（文・３）
ymh3153132157@gmail.com

■基本情報■
活動場所　エビータの森

（阪急西宮北口駅すぐ)
　　　　新学生会館和室
活動日時　金曜日、水曜日
部員数　20人
連絡先　赤堀瑠成（経・３）　
ryusei37564@ezweb.ne.jp

煎
茶
道
部

　
和
の
お
も
て
な
し
の
心
を
味
わ

う
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
自
分
を

磨
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た

に
ぴ
っ
た
り
な
の
が
煎
茶
道
部
だ
。

　
「
煎
茶
道
」
と
い
う
言
葉
に
は

聞
き
な
じ
み
の
な
い
人
が
多
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
煎
茶
道
」

は
、
一
般
的
な
茶
道
が
茶
葉
を
挽

い
た
抹
茶
を
立
て
る
の
に
対
し
、

茶
葉
を
炒
っ
て
そ
れ
に
お
湯
を
注

ぐ
い
わ
ゆ
る
緑
茶
を
立
て
る
。
ま

た
、
違
い
は
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
お
点
前
と
呼
ば
れ
る
、
茶
道

に
お
け
る
所
作
も
違
う
。こ
れ
は
、

煎
茶
道
の
中
で
も
流
派
に
よ
っ
て

異
な
る
が
、
本
学
煎
茶
道
部
は
小

笠
原
流
と
い
う
流
派
の
お
稽
古
を

行
っ
て
い
る
。
小
笠
原
流
は
煎
茶

道
の
流
派
の
中
で
も
比
較
的
華
や

か
な
流
派
で
、
茶
会
に
お
い
て
季

節
の
花
を
模
し
た
色
と
り
ど
り
の

お
茶
菓
子
を
使
っ
た
り
、
香
を
焚

い
た
り
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
お

点
前
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
お
茶
菓
子
に
よ
っ
て
季

節
を
楽
し
ん
だ
り
、
香
に
つ
い
て

の
知
識
を
得
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
活
動
は
本
学
の
学
生
会
館
の
和

室
や
部
室
を
利
用
し
て
の
練
習
や

自
主
練
に
加
え
て
、
月
に
３
回
ほ

ど
阪
急
西
宮
北
口
駅
の
近
く
に
あ

る
「
エ
ビ
ー
タ
の
森
」
で
小
笠
原

流
の
次
期
家
元
の
方
か
ら
の
直
接

指
導
も
受
け
ら
れ
る
。

　
年
に
４
回
ほ
ど
の
茶
会
を
開
催

す
る
が
、
そ
の
中
で
も
最
も
部
の

色
が
出
る
の
が
12
月
に
開
催
さ
れ

る
「
手
作
り
茶
会
」
だ
。
こ
の
茶

会
は
名
前
の
通
り
、
茶
会
で
使
わ

れ
る
道
具
の
ほ
と
ん
ど
が
部
員
の

手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
。
右
下
の

写
真
の
左
に
見
え
る
急
須
を
入
れ

て
お
く
茶
棚
も
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

で
木
の
板
を
買
っ
て
く
る
と
こ
ろ

か
ら
自
分
た
ち
で
行
う
と
い
う
の

で
あ
る
か
ら
驚
き
だ
。

　
活
動
内
容
は
年
に
４
回
の
茶
会

と
練
習
だ
け
で
は
な
い
。
夏
に
は

合
宿
も
行
わ
れ
る
。
合
宿
の
日
程

は
２
日
間
。
１
日
目
は
お
茶
摘
み

に
行
っ
た
り
、
手
作
り
茶
会
に
向

け
て
道
具
を
手
作
り
し
た
り
と
煎

茶
道
や
部
の
行
事
に
関
わ
る
こ
と

を
行
う
。
２
日
目
は
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
部
員
で
思
い
っ
き

り
遊
ぶ
。
昨
年
度
は
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
に
訪
れ

た
そ
う
だ
。

　
部
長
の
赤
堀
瑠り

ゅ
う

成せ
い

さ
ん
（
経
・

３
）
は
「
小
笠
原
流
は
も
と
も
と

礼
儀
作
法
の
流
派
で
そ
こ
か
ら
三

茶
道
へ
と
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。

こ
の
部
で
は
社
会
人
の
方
と
関
わ

る
機
会
も
多
く
、
礼
儀
作
法
を
身

に
着
け
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

お
茶
の
作
法
だ
け
で
な
く
、
活
動

を
通
じ
て
多
く
の
日
本
の
文
化
に

触
れ
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
と

話
す
。

　
茶
道
だ
け
に
関
わ
ら
ず
多
く
の

事
を
学
べ
る
本
学
煎
茶
道
部
に
ぜ

ひ
足
を
踏
み
入
れ
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。

新
聞
総
部

　
文
章
を
書
く
こ
と
が
好
き
、
人

と
話
す
こ
と
が
好
き
、
自
分
の
視

野
を
広
げ
た
い
。
そ
ん
な
人
に
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
の
が

新
聞
総
部
だ
。

　
新
聞
総
部
は
、２
か
月
に
１
度
、

主
に
学
内
に
向
け
て
『
関
西
学

院
大
学
新
聞
』
を
約
３
０
０
０
〜

８
０
０
０
部
発
行
し
て
い
る
。
新

聞
に
は
、
学
内
の
ニ
ュ
ー
ス
や
教

授
・
Ｏ
Ｂ
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は

も
ち
ろ
ん
、
本
学
で
活
躍
す
る
学

生
の
紹
介
や
、
部
員
オ
ス
ス
メ
の

お
店
・
本
の
紹
介
、〝
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
特
集
〞
や
〝
学
部
あ
る
あ

る
〞
の
よ
う
な
特
集
面
な
ど
、
幅

広
い
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。「
新

聞
」
と
い
う
堅
い
イ
メ
ー
ジ
を
打

ち
破
り
、
学
生
に
親
し
ま
れ
る
紙

面
を
目
指
し
て
、
日
々
取
材
活
動

や
執
筆
活
動
に
励
ん
で
い
る
。

　
全
体
的
な
活
動
は
毎
週
金
曜
日

の
放
課
後
、
新
学
生
会
館
３
階
の

部
室
に
て
行
っ
て
お
り
、
主
に
新

聞
発
行
に
向
け
た
話
し
合
い
や
準

備
を
し
て
い
る
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
雰
囲
気
で
、
先
輩
・
後
輩
関
係

な
く
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
が
で

き
、
ま
た
メ
リ
ハ
リ
も
き
ち
ん
と

し
て
い
る
の
が
新
聞
総
部
の
特
徴

で
あ
る
。
会
議
で
は
各
々
が
記
事

に
な
り
そ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
ネ
タ
を

持
ち
寄
り
、
そ
の
中
か
ら
取
材
先

を
決
定
す
る
。
そ
し
て
、
取
材
先

に
連
絡
を
取
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す

る
と
こ
ろ
か
ら
、
記
事
の
執
筆
や

校
正
、
紙
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
作

成
す
る
と
こ
ろ
ま
で
、
す
べ
て
自

分
た
ち
で
行
う
。
ま
た
、
出
来
上

が
っ
た
新
聞
を
学
内
に
設
置
、
手

渡
し
で
読
者
の
も
と
へ
届
け
る
の

も
部
員
の
役
目
だ
。
こ
れ
ら
を
こ

な
し
て
い
く
中
で
、
取
材
相
手
に

対
す
る
マ
ナ
ー
や
言
葉
遣
い
、
時

間
や
記
事
の
締
め
切
り
を
守
る
な

ど
、
記
者
と
し
て
の
知
識
だ
け
で

な
く
社
会
に
出
た
と
き
に
大
切
な

こ
と
も
自
然
と
身
に
付
く
。
新
聞

総
部
で
学
ぶ
こ
と
は
結
構
多
い
の

だ
。

　
名
刺
１
枚
で
様
々
な
人
々
に
出

会
い
、
た
く
さ
ん
の
考
え
や
思
い

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
部
は
多

く
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
学
生

だ
け
で
な
く
、
普
段
話
す
機
会
の

な
い
教
授
や
職
員
の
方
々
と
も
交

流
で
き
る
の
は
新
聞
総
部
の
特
権

で
あ
る
。
部
員
全
員
で
ひ
と
つ
の

も
の
を
作
り
上
げ
る
喜
び
と
、
自

分
の
書
い
た
記
事
を
多
く
の
人
に

読
ん
で
も
ら
う
感
動
を
味
わ
っ
て

み
た
い
人
は
、
一
度
新
聞
総
部
の

部
室
を
ぜ
ひ
の
ぞ
い
て
み
て
ほ
し

い
。

■基本情報■
活動場所　新学生会館３階

活動日時　金曜日（19：00～）
　　　　長期休みは11：00～

部員数　14人

連絡先　Twitter　kg_shinbun
　　　　Mail　kgpress2009@yahoo.co.jp

■年間スケジュール■
４月　　新入生歓迎会

５月　　上半期総会

９月　　合宿

11月　　新聞タテの会総会（OB・OG会）

12月　　下半期総会
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関
西
学
院
室
内
管
弦
楽
団

バ
ロ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
大
学
生
活
を
音
楽
に
捧
げ
た

い
。
そ
ん
な
人
に
お
勧
め
し
た
い

の
が
関
西
学
院
室
内
管
弦
楽
団
バ

ロ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
だ
。
バ

ロ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
、
管
楽

器
と
弦
楽
器
を
使
用
し
、
少
人
数

で
宗
教
音
楽
や
讃
美
歌
な
ど
を
演

奏
し
て
い
る
部
で
あ
る
。
バ
ロ
ッ

ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
聞
く
と
、
イ

メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い
人
も
い
る
か

も
し
れ
な
い
が「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・

グ
レ
イ
ス
」
と
い
っ
た
、
皆
さ
ん

も
よ
く
知
っ
て
い
る
曲
も
た
く
さ

ん
演
奏
し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
バ
ロ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
の
主
な
活
動
は
、
各
学
部
の

チ
ャ
ペ
ル
で
の
演
奏
と
、
年
３
回

行
わ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
だ
。
チ
ャ

ペ
ル
で
の
演
奏
は
、
各
学
期
に
、

西
宮
上
ケ
原
・
神
戸
三
田
キ
ャ
ン

パ
ス
す
べ
て
の
学
部
で
、
１
度
ず

つ
行
わ
れ
る
。
皆
さ
ん
も
自
分

の
学
部
に
来
た
と
き
に
は
ぜ
ひ

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
ほ
し
い
。
ま

た
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
５
月
の
ヌ
ー

ン
コ
ン
サ
ー
ト
・
11
月
の
新
月
祭

コ
ン
サ
ー
ト
・
12
月
の
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
の
３
つ
を
開
催
し

て
い
る
。
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
と

は
、
吉
岡
記
念
館
で
日
々
活
動
し

て
い
る
音
楽
団
体
が
、
順
番
に
昼

休
み
に
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

す
る
と
い
う
も
の
だ
。
新
月
祭
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
新
月
祭
の
期
間
に

行
わ
れ
る
。
ま
た
、
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
バ
ロ
ッ
ク
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
の
み
で
行
わ
れ
る
コ
ン

サ
ー
ト
だ
。
部
の
雰
囲
気
に
つ
い

て
、
副
部
長
の
植
野
真
子
さ
ん

（
社
・
３
）
は
、「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

で
先
輩
・
後
輩
の
仲
が
良
く
、
や

る
と
き
は
や
る
部
。
少
人
数
だ
が

そ
こ
も
魅
力
」と
語
る
。
ま
た「
少

人
数
だ
か
ら
こ
そ
、
距
離
感
が
近

い
た
め
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
。

練
習
も
多
く
大
変
な
こ
と
も
あ
っ

た
け
ど
、
そ
の
分
時
間
の
使
い
方

が
と
て
も
う
ま
く
な
っ
た
と
思

う
。
振
り
返
っ
て
み
た
ら
充
実
し

て
い
た
し
、
何
よ
り
楽
し
く
音
楽

が
で
き
た
」
と
入
部
し
て
よ
か
っ

た
と
い
う
思
い
を
熱
く
語
る
。

　
讃
美
歌
の
演
奏
、
チ
ャ
ペ
ル
で

の
演
奏
を
行
う
バ
ロ
ッ
ク
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
は
、
ま
さ
に
「
本
学
ら
し

い
」
部
で
あ
る
。
弦
楽
器
は
初
心

者
も
募
集
し
て
い
る
そ
う
だ
。
部

員
の
中
に
は
経
験
者
も
在
籍
し
て

お
り
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
整
っ
て

い
る
と
い
う
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、

彼
ら
が
活
動
し
て
い
る
吉
岡
記
念

館
に
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
。
温
か

い
音
楽
で
あ
な
た
を
迎
え
入
れ
て

く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

■年間スケジュール■
４月　　新歓
５月　　ヌーンコンサート
８月　　夏休み練習開始
９月　　合宿
11月　　新月祭コンサート
12月　　クリスマスコンサート
３月　　春休み練習開始

■年間スケジュール■
４月　　新歓イベント
５月　　お茶会
夏休み　合宿
11月　　新月祭出店
12月　　手作り茶会
２月　　春風の宴煎茶会（卒業茶会）

■基本情報■
活動場所　吉岡記念館 ２階 研修室
活動日時　月・水・金 18：30～21：00
　　　　（コンサート1ヶ月前は
　　　　 土曜日の９：50～13：00も）
　　　　夏休み・春休み
　　　　月・水・金 ９：50～13：00
部員数　９人
連絡先　高橋弥生（文・３）
ymh3153132157@gmail.com

■基本情報■
活動場所　エビータの森

（阪急西宮北口駅すぐ)
　　　　新学生会館和室
活動日時　金曜日、水曜日
部員数　20人
連絡先　赤堀瑠成（経・３）　
ryusei37564@ezweb.ne.jp

煎
茶
道
部

　
和
の
お
も
て
な
し
の
心
を
味
わ

う
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
自
分
を

磨
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た

に
ぴ
っ
た
り
な
の
が
煎
茶
道
部
だ
。

　
「
煎
茶
道
」
と
い
う
言
葉
に
は

聞
き
な
じ
み
の
な
い
人
が
多
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
煎
茶
道
」

は
、
一
般
的
な
茶
道
が
茶
葉
を
挽

い
た
抹
茶
を
立
て
る
の
に
対
し
、

茶
葉
を
炒
っ
て
そ
れ
に
お
湯
を
注

ぐ
い
わ
ゆ
る
緑
茶
を
立
て
る
。
ま

た
、
違
い
は
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
お
点
前
と
呼
ば
れ
る
、
茶
道

に
お
け
る
所
作
も
違
う
。こ
れ
は
、

煎
茶
道
の
中
で
も
流
派
に
よ
っ
て

異
な
る
が
、
本
学
煎
茶
道
部
は
小

笠
原
流
と
い
う
流
派
の
お
稽
古
を

行
っ
て
い
る
。
小
笠
原
流
は
煎
茶

道
の
流
派
の
中
で
も
比
較
的
華
や

か
な
流
派
で
、
茶
会
に
お
い
て
季

節
の
花
を
模
し
た
色
と
り
ど
り
の

お
茶
菓
子
を
使
っ
た
り
、
香
を
焚

い
た
り
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
お

点
前
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
お
茶
菓
子
に
よ
っ
て
季

節
を
楽
し
ん
だ
り
、
香
に
つ
い
て

の
知
識
を
得
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
活
動
は
本
学
の
学
生
会
館
の
和

室
や
部
室
を
利
用
し
て
の
練
習
や

自
主
練
に
加
え
て
、
月
に
３
回
ほ

ど
阪
急
西
宮
北
口
駅
の
近
く
に
あ

る
「
エ
ビ
ー
タ
の
森
」
で
小
笠
原

流
の
次
期
家
元
の
方
か
ら
の
直
接

指
導
も
受
け
ら
れ
る
。

　
年
に
４
回
ほ
ど
の
茶
会
を
開
催

す
る
が
、
そ
の
中
で
も
最
も
部
の

色
が
出
る
の
が
12
月
に
開
催
さ
れ

る
「
手
作
り
茶
会
」
だ
。
こ
の
茶

会
は
名
前
の
通
り
、
茶
会
で
使
わ

れ
る
道
具
の
ほ
と
ん
ど
が
部
員
の

手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
。
右
下
の

写
真
の
左
に
見
え
る
急
須
を
入
れ

て
お
く
茶
棚
も
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

で
木
の
板
を
買
っ
て
く
る
と
こ
ろ

か
ら
自
分
た
ち
で
行
う
と
い
う
の

で
あ
る
か
ら
驚
き
だ
。

　
活
動
内
容
は
年
に
４
回
の
茶
会

と
練
習
だ
け
で
は
な
い
。
夏
に
は

合
宿
も
行
わ
れ
る
。
合
宿
の
日
程

は
２
日
間
。
１
日
目
は
お
茶
摘
み

に
行
っ
た
り
、
手
作
り
茶
会
に
向

け
て
道
具
を
手
作
り
し
た
り
と
煎

茶
道
や
部
の
行
事
に
関
わ
る
こ
と

を
行
う
。
２
日
目
は
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
部
員
で
思
い
っ
き

り
遊
ぶ
。
昨
年
度
は
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
に
訪
れ

た
そ
う
だ
。

　
部
長
の
赤
堀
瑠り

ゅ
う

成せ
い

さ
ん
（
経
・

３
）
は
「
小
笠
原
流
は
も
と
も
と

礼
儀
作
法
の
流
派
で
そ
こ
か
ら
三

茶
道
へ
と
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。

こ
の
部
で
は
社
会
人
の
方
と
関
わ

る
機
会
も
多
く
、
礼
儀
作
法
を
身

に
着
け
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

お
茶
の
作
法
だ
け
で
な
く
、
活
動

を
通
じ
て
多
く
の
日
本
の
文
化
に

触
れ
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
と

話
す
。

　
茶
道
だ
け
に
関
わ
ら
ず
多
く
の

事
を
学
べ
る
本
学
煎
茶
道
部
に
ぜ

ひ
足
を
踏
み
入
れ
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。

新
聞
総
部

　
文
章
を
書
く
こ
と
が
好
き
、
人

と
話
す
こ
と
が
好
き
、
自
分
の
視

野
を
広
げ
た
い
。
そ
ん
な
人
に
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
の
が

新
聞
総
部
だ
。

　
新
聞
総
部
は
、２
か
月
に
１
度
、

主
に
学
内
に
向
け
て
『
関
西
学

院
大
学
新
聞
』
を
約
３
０
０
０
〜

８
０
０
０
部
発
行
し
て
い
る
。
新

聞
に
は
、
学
内
の
ニ
ュ
ー
ス
や
教

授
・
Ｏ
Ｂ
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は

も
ち
ろ
ん
、
本
学
で
活
躍
す
る
学

生
の
紹
介
や
、
部
員
オ
ス
ス
メ
の

お
店
・
本
の
紹
介
、〝
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
特
集
〞
や
〝
学
部
あ
る
あ

る
〞
の
よ
う
な
特
集
面
な
ど
、
幅

広
い
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。「
新

聞
」
と
い
う
堅
い
イ
メ
ー
ジ
を
打

ち
破
り
、
学
生
に
親
し
ま
れ
る
紙

面
を
目
指
し
て
、
日
々
取
材
活
動

や
執
筆
活
動
に
励
ん
で
い
る
。

　
全
体
的
な
活
動
は
毎
週
金
曜
日

の
放
課
後
、
新
学
生
会
館
３
階
の

部
室
に
て
行
っ
て
お
り
、
主
に
新

聞
発
行
に
向
け
た
話
し
合
い
や
準

備
を
し
て
い
る
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
雰
囲
気
で
、
先
輩
・
後
輩
関
係

な
く
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
が
で

き
、
ま
た
メ
リ
ハ
リ
も
き
ち
ん
と

し
て
い
る
の
が
新
聞
総
部
の
特
徴

で
あ
る
。
会
議
で
は
各
々
が
記
事

に
な
り
そ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
ネ
タ
を

持
ち
寄
り
、
そ
の
中
か
ら
取
材
先

を
決
定
す
る
。
そ
し
て
、
取
材
先

に
連
絡
を
取
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す

る
と
こ
ろ
か
ら
、
記
事
の
執
筆
や

校
正
、
紙
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
作

成
す
る
と
こ
ろ
ま
で
、
す
べ
て
自

分
た
ち
で
行
う
。
ま
た
、
出
来
上

が
っ
た
新
聞
を
学
内
に
設
置
、
手

渡
し
で
読
者
の
も
と
へ
届
け
る
の

も
部
員
の
役
目
だ
。
こ
れ
ら
を
こ

な
し
て
い
く
中
で
、
取
材
相
手
に

対
す
る
マ
ナ
ー
や
言
葉
遣
い
、
時

間
や
記
事
の
締
め
切
り
を
守
る
な

ど
、
記
者
と
し
て
の
知
識
だ
け
で

な
く
社
会
に
出
た
と
き
に
大
切
な

こ
と
も
自
然
と
身
に
付
く
。
新
聞

総
部
で
学
ぶ
こ
と
は
結
構
多
い
の

だ
。

　
名
刺
１
枚
で
様
々
な
人
々
に
出

会
い
、
た
く
さ
ん
の
考
え
や
思
い

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
部
は
多

く
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
学
生

だ
け
で
な
く
、
普
段
話
す
機
会
の

な
い
教
授
や
職
員
の
方
々
と
も
交

流
で
き
る
の
は
新
聞
総
部
の
特
権

で
あ
る
。
部
員
全
員
で
ひ
と
つ
の

も
の
を
作
り
上
げ
る
喜
び
と
、
自

分
の
書
い
た
記
事
を
多
く
の
人
に

読
ん
で
も
ら
う
感
動
を
味
わ
っ
て

み
た
い
人
は
、
一
度
新
聞
総
部
の

部
室
を
ぜ
ひ
の
ぞ
い
て
み
て
ほ
し

い
。

■基本情報■
活動場所　新学生会館３階

活動日時　金曜日（19：00～）
　　　　長期休みは11：00～

部員数　14人

連絡先　Twitter　kg_shinbun
　　　　Mail　kgpress2009@yahoo.co.jp

■年間スケジュール■
４月　　新入生歓迎会

５月　　上半期総会

９月　　合宿

11月　　新聞タテの会総会（OB・OG会）

12月　　下半期総会
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☆基本情報☆

◦住所：兵庫県宝塚市小林
　　　　２丁目10−17

　　　　ストリート小林２階

◦アクセス：阪急今津線小林駅
　　　　　　より徒歩２分

◦営業時間：14：00−2：00

◦定休日：なし

◦TEL：0797−71−6501

国
会
計
論
か
ら
国
際
会
計
概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
論
に
変
化
し

て
き
た
。

　
「
強
制
せ
ず
実
践
に
任
せ
る
の
が
大
事
だ
」
と
話
す
木
本
教

授
は
、
ゼ
ミ
で
は
学
生
の
自
主
性
を
非
常
に
尊
重
し
て
い
る
。

「
や
っ
て
い
る
こ
と
を
“
義
務
”
で
は
な
く
“
自
分
を
成
長
さ

せ
る
機
会
”
と
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
学
生
は
ど
ん
ど
ん
伸
び

て
い
く
」
と
し
「
大
学
は
単
な
る
知
識
の
教
授
の
場
で
は
な
く
、

そ
れ
を
通
し
て
人
格
を
磨
く
場
所
で
あ
る
」
と
続
け
る
。

　
教
員
に
な
り
た
て
の
頃
は
、教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
無
い
た
め
、

上
手
く
教
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
悩
ん
だ
と
い
う
。
強
制
的

な
面
も
多
く
あ
り
、
学
生
が
つ
い
て
こ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
卒
業
生
が
研
究
室
を
訪
ね
て
き
て
「
授
業
や
ゼ
ミ
の

こ
の
よ
う
な
点
が
面
白
か
っ
た
」
と
い
う
話
を
聞
く
う
ち
に
、

次
第
に
「
学
生
の
成
長
」
に
軸
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後

は
「
い
か
に
良
い
教
育
が
で
き
る
か
」
と
い
う
教
育
法
に
も
重

点
を
置
き
た
い
と
い
う
。

　
最
後
に
学
生
に
向
け
て
「
４
年
は
長
い
よ
う
で
短
い
。
悔
い

の
残
ら
な
い
よ
う
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
。

教
員
は
皆
さ
ん
の
成
長
を
促
す
機
会
を
作
る
こ
と
に
専
念
し
て

い
る
も
の
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
木
本
教
授
は
、
中
等
部
か
ら
大
学
院
ま
で
関
西
学
院
に
通
っ

て
い
た
。
教
員
と
し
て
の
初
任
地
こ
そ
近
畿
大
学
の
短
期
大
学

部
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
ま
た
本
学
に
戻
っ
て
き
た
。

　
中
等
部
の
頃
は
中
学
校
の
、
高
等
部
の
頃
は
高
校
の
先
生
、

大
学
生
の
頃
は
専
門
家
に
な
り
た
か
っ
た
と
い
う
木
本
教
授
。

公
認
会
計
士
を
目
指
し
た
が
、
一
つ
の
事
柄
に
つ
い
て
深
く
考

え
す
ぎ
て
し
ま
う
自
分
の
性
格
に
気
づ
き
、
試
験
を
受
け
る
こ

と
は
難
し
い
と
判
断
し
た
。
し
か
し
、会
計
学
自
体
は
面
白
く
、

こ
れ
を
専
門
に
す
る
の
が
良
い
の
で
は
と
考
え
た
末
、
大
学
院

に
進
学
し
た
。
ま
た
、
自
分
の
発
言
に
よ
っ
て
人
が
成
長
す
る

手
助
け
を
す
る
役
割
を
果
た
し
た
い
と
い
う
中
等
部
・
高
等
部

の
と
き
の
夢
も
あ
り
、
大
学
教
員
に
な
っ
た
。

　
木
本
教
授
の
研
究
内
容
は
「
会
計
概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
各
国
に
お
け
る
会
計
基
準
設
定
機
関
が
会

計
基
準
を
作
る
際
に
準
拠
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
研
究
す
る
も

の
で
あ
る
。
１
９
９
０
年
代
、
各
国
で
会
計
基
準
が
違
う
こ
と

が
国
際
的
な
問
題
と
な
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
木
本
教
授
は
、
日

本
で
誰
も
研
究
し
て
い
な
か
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
の
会
計
に
つ
い
て

取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
、
ベ
ト
ナ
ム
を
含
む
各
国
が
会
計
を
国

際
的
な
基
準
に
合
わ
せ
始
め
た
た
め
、
教
授
の
研
究
内
容
も
各

きもと　けいいち

1983年　関西学院大学商学部卒業
1988年　関西学院大学大学院商学研究科博士課程後期

課程単位取得満了退学
1997年　近畿大学短期大学部商経科講師、同助教授を

経て、関西学院大学商学部助教授
2010年　関西学院大学国際学部教授

学生の成長に焦点を当てた教育を

木 
本  
圭 

一

国
際
学
部

教

　
　授

vol.11.v

　
本
企
画
第
11
回
目
と
な
る
今
回

は
阪
急
小
林
駅
の
す
ぐ
そ
ば
に

あ
る
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
『
パ
ー

テ
ィ
ー
マ
ン
』
を
紹
介
す
る
。

11
号
室
（
Ｄ
Ａ
Ｍ
）
の
2
部
屋
が

あ
る
。
完
全
に
隔
離
さ
れ
た
状
態

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
他
人
の
歌

声
に
邪
魔
さ
れ
る
こ
と
な
く
友
達

と
歌
い
放
題
が
で
き
る
。
も
ち
ろ

ん
声
が
漏
れ
る
こ
と
に
気
に
す
る

人
に
も
お
す
す
め
だ
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
マ

ン
の
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
で
ス
タ
ン

プ
を
貯
め
る
と
、
ワ
ン
ド
リ
ン
ク

無
料
や
、
１
時
間
の
無
料
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
。
50
ス
タ
ン
プ
貯
め
る

と
１
０
０
０
円
分
の
金
券
が
も
ら

え
る
。

　
「
ワ
ン
カ
ラ
で
も
、
大
人
数
で

も
よ
い
、
歌
い
た
い
な
ら
ぜ
ひ
来

て
く
だ
さ
い
」と
語
る
清
水
さ
ん
。

打
ち
上
げ
と
し
て
も
、
放
課
後
の

一
休
み
と
し
て
も
、
デ
ー
ト
と
し

て
も
、
ぜ
ひ
パ
ー
テ
ィ
ー
マ
ン
に

足
を
運
ん
で
み
よ
う
。
ま
た
、
ア

ル
バ
イ
ト
も
募
集
中
な
の
で
、
働

く
先
が
決
ま
ら
な
い
新
入
生
は
検

討
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

に
照
ら
さ
れ
、
ポ
ス
タ
ー
が
壁
の

至
る
と
こ
ろ
に
貼
ら
れ
て
い
る
。

正
面
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
に
、
小

学
生
以
下
の
子
ど
も
に
ワ
ン
ド
リ

ン
ク
サ
ー
ビ
ス
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

見
ら
れ
る
。

　
気
さ
く
な
店
員
の
接
客
で
常
連

の
客
も
多
い
だ
ろ
う
。
ス
タ
ッ
フ

の
清
水
さ
ん
も
そ
の
人
情
の
厚
さ

と
関
係
築
き
や
す
さ
に
共
感
し
、

こ
こ
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
よ
う
と
決

め
た
そ
う
だ
。

　
こ
の
カ
ラ
オ
ケ
の
料
金
の
安
さ

は
そ
の
人
気
の
一
つ
だ
。
平
日
の

昼
に
行
く
と
、
30
分
の
料
金
は

た
っ
た
の
１
０
０
円
で
、
大
学
生

に
と
て
も
向
い
て
い
る
。さ
ら
に
、

午
後
３
時
ま
で
の
入
室
で
フ
リ
ー

タ
イ
ム
を
注
文
す
る
と
、
学
生
割

引
を
含
め
て
１
０
０
０
円
に
し
か

な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
こ
の
店
に
は
別
館
が
あ

る
。
約
20
名
収
容
可
能
な
12
号
室

（
Ｄ
Ａ
Ｍ
）、
約
8
名
収
容
可
能
な

　
多
く
の
飲
食
店
に
囲
ま
れ
た

ビ
ル
の
二
階
、
光
る
「PARTY 

MAN

」
の
文
字
が
目
立
つ
。
店

長
の
福
崎
さ
ん
は
「
こ
の
ビ
ル
は

カ
ラ
オ
ケ
に
向
い
て
い
る
か
ら
こ

こ
で
カ
ラ
オ
ケ
を
作
っ
た
」
と
語

る
。
確
か
に
飲
み
会
の
二
次
会
と

し
て
は
カ
ラ
オ
ケ
も
鉄
板
だ
ろ
う
。

　
店
に
入
る
と
、
決
し
て
広
く
は

な
い
空
間
で
は
あ
る
が
、
暖
か
な

雰
囲
気
だ
。
温
い
黄
色
の
ラ
イ
ト

無
数
の
発
見
が
あ
る
と
思
い
ま

す
」。
彼
が
こ
の
ブ
ロ
グ
を
書
い

た
の
は
、
２
０
０
６
年
の
７
月
。

関
ジ
ャ
ニ
∞
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し

て
ま
だ
２
年
弱
の
こ
ろ
で
あ
る
。

関
ジ
ャ
ニ
∞
と
し
て
も
、
錦
戸
亮

個
人
と
し
て
も
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か

ら
と
い
う
こ
の
時
期
に
、
自
分
の

可
能
性
を
自
分
で
決
め
て
し
ま
わ

な
い
よ
う
に
、
こ
の
言
葉
が
出
て

き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
可
能
性
に

自
分
で
線
を
引
い
て
し
ま
っ
て
は

色
、
沖
縄
で
は
二
色
と
み
な
さ
れ

て
い
た
。
虹
に
対
す
る
解
釈
は
実

に
様
々
で
あ
る
。

　
関
ジ
ャ
ニ
∞
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
錦
戸
亮
は
、
自
身
の
ブ
ロ
グ

の
中
で
こ
う
語
る
。「
そ
こ
の
貴

方
、
虹
は
何
色
で
構
成
さ
れ
て
ま

す
か
？
七
色
と
言
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
僕
は
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。

ど
こ
で
線
を
引
く
か
で
す
よ
。
自

分
勝
手
に
線
を
引
い
て
、
見
え
る

物
を
見
え
な
く
し
た
ら
勿
体
無
い

で
す
。
目
を
凝
ら
し
て
見
れ
ば
、

　
あ
な
た
に
と
っ
て
、
虹
は
何
色

で
構
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
だ
ろ
う
か
。
日
本
人
に
と
っ
て

は
、
赤
・
橙
・
黄
・
緑
・
青
・
藍
・

紫
の
七
色
と
い
う
回
答
が
一
般
的

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
当
に
そ
う

だ
ろ
う
か
。

　
実
際
、
虹
は
何
色
で
構
成
さ
れ

て
い
る
か
と
い
う
質
問
に
対
す
る

答
え
は
、
世
界
各
国
で
違
う
。
例

え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
六
色
、
ド

イ
ツ
で
は
五
色
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
昔
は
日
本
で
も
五

い
な
い
だ
ろ
う
か
。
見
え
る
物
を

見
え
な
く
し
て
し
ま
っ
て
は
い
な

い
だ
ろ
う
か
。
大
学
生
活
の
４
年

間
は
自
由
で
あ
る
。使
え
る
お
金
・

時
間
が
今
ま
で
よ
り
も
格
段
に
増

え
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
で
き
る
。こ
の
４
年
間
は
、

自
分
が
気
付
か
な
か
っ
た
、
思
い

も
し
な
か
っ
た
よ
う
な
自
分
の
可

能
性
に
巡
り
合
え
る
チ
ャ
ン
ス
な

の
だ
。

　
桜
が
舞
い
、
心
機
一
転
す
る
こ

の
季
節
に
、
皆
さ
ん
も
何
か
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
。
ま
っ
す
ぐ
に
自
分

と
向
き
合
い
、「
目
を
凝
ら
し
て

見
れ
ば
、
無
数
の
発
見
が
あ
る
」

に
違
い
な
い
。
恐
れ
る
こ
と
は
な

い
。
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
こ
う
。
私
た
ち
は
ま
だ
、
若
い

の
だ
か
ら
。

『
虹
は
何
色
で
構
成
さ
れ
て
ま
す
か
？
七
色
と
言
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

　
僕
は
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。
ど
こ
で
線
を
引
く
か
で
す
よ
。

　
自
分
勝
手
に
線
を
引
い
て
、
見
え
る
物
を
見
え
な
く
し
た
ら
勿
体
無
い
で
す
。』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
錦
戸
　
亮
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跳
ね
た
り
踊
っ
た
り
し
て
い
る
ピ
ア
ノ
を
聞
く
と
、
ふ
と
こ
れ
が
オ

ス
カ
ー
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
の
演
奏
だ
と
気
が
付
い
た
。
初
め
て
買
っ
た
彼

の
ベ
ス
ト
ア
ル
バ
ム
に
入
っ
て
い
た
曲
。
当
時
は
自
分
の
部
屋
で
、
ラ

ジ
カ
セ
を
引
き
出
し
て
聞
い
て
い
た
覚
え
が
あ
る
。

　
途
中
で
気
が
付
い
た
の
に
は
理
由
が
あ
っ
て
、
ま
ず
こ
こ
が
一
九
八
〇

年
代
か
ら
生
き
残
っ
て
い
る
よ
う
な
喫
茶
店
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
喫
茶

店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ん
か
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
な
ん
て
、
暇
で
も
な
け
れ
ば
曲
と

し
て
聞
く
わ
け
な
い
。
た
だ
の
カ
チ
ャ
カ
チ
ャ
鳴
っ
て
い
る
騒
音
だ
。

そ
れ
か
ら
、
僕
が
そ
の
店
の
ブ
レ
ン
ド
を
飲
み
切
っ
て
ま
だ
水
を
粘
る

よ
う
な
、
帰
り
た
く
な
い
客
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　
そ
の
証
拠
に
店
主
が
、
早
く
帰
っ
て
く
れ
な
い
か
と
目
で
催
促
し
て

い
た
。
い
や
な
こ
っ
た
。
家
に
帰
っ
て
明
日
を
迎
え
る
と
、
ま
た
朝
が

来
る
。
子
供
の
と
き
は
夜
は
眠
る
た
め
だ
け
の
時
間
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、

寝
る
ま
で
は
ず
っ
と
時
間
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
た
。
夜
は
明
け
な

い
も
の
だ
と
認
識
し
て
い
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
当
然
幻
想
で
深
夜
ま
で

起
き
れ
ば
朝
は
辛
い
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
六
時
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。

「
不
眠
症
な
ん
だ
」
声
を
出
さ
ず
に
言
っ
た
。「
明
日
が
あ
る
の
が
分
か
っ

て
る
の
に
、
ず
っ
と
時
間
を
感
じ
続
け
た
い
ん
だ
」

　
時
計
は
十
時
前
を
指
し
て
い
る
。
流
石
に
居
続
け
る
の
が
難
し
い
時

間
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
店
主
が
声
を
か
け
て
き
た
。
い
か
に
も
冴
え

な
い
お
っ
さ
ん
だ
。

「
も
う
時
間
」
両
手
の
人
差
し
指
を
交
差
さ
せ
る
。「
時
間
」

　
そ
れ
を
遮
る
よ
う
に
「
家
は
ゴ
ミ
だ
ら
け
な
ん
だ
」
と
言
っ
た
。
店

主
が
顔
を
し
か
め
た
。「
捨
て
よ
う
と
し
た
ら
、
あ
い
つ
が
私
か
ら
奪
う

の
か
っ
て
ヒ
ス
テ
リ
ー
を
起
こ
す
ん
だ
」

　
僕
は
思
い
つ
い
た
こ
と
を
次
々
に
言
っ
て
い
た
。

「
積
ま
れ
た
ゴ
ミ
袋
を
見
る
た
び
に
思
う
ん
だ
。
捨
て
る
こ
と
も
、
見
て

見
な
い
こ
と
に
も
で
き
な
い
っ
て
。
毎
朝
、
気
分
が
滅
入
る
」

　
こ
こ
か
ら
ど
う
話
し
た
も
の
か
考
え
て
い
る
と
、
店
主
が
店
じ
ま
い

を
し
な
が
ら
、
語
り
か
け
た
。

「
お
ふ
く
ろ
が
俺
の
名
前
を
忘
れ
た
と
き
、
こ
こ
が
限
界
な
ん
だ
な
っ
て

分
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら
は
諦
め
が
つ
い
た
ね
。
だ
っ
て
何
も
期
待
し
な

く
て
も
い
い
ん
だ
か
ら
…
…
」

「
嘘
だ
よ
、
嘘
。
い
ま
作
っ
た
デ
タ
ラ
メ
。
家
に
帰
っ
た
ら
清
潔
で
、
心

が
落
ち
着
け
る
部
屋
が
あ
る
ん
だ
。
そ
れ
で
、
帰
っ
て
か
ら
も
し
ゴ
ミ

袋
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
た
ら
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
を
気
に
せ
ず
ゴ
ミ
の
日
に

出
す
。
難
し
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
。
行
動
す
る
の
は
簡
単
な
ん
だ
」

　
店
主
は
呆
れ
た
よ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
た
。
僕
が
そ
れ
を
無
視
す
る

と
、
彼
は
腕
を
伸
ば
し
て
会
計
を
突
き
付
け
た
。

　
夜
を
無
為
に
過
ご
す
た
め
に
色
々
と
試
し
た
が
、
結
局
は
朝
を
迎
え

て
イ
ヤ
な
思
い
を
す
る
だ
け
だ
。『
何
も
期
待
し
な
く
て
も
い
い
』
そ
の

言
葉
は
正
し
い
。
諦
め
て
、
現
実
的
な
対
処
を
す
れ
ば
い
い
だ
け
の
話

だ
っ
た
。
な
ぜ
不
器
用
に
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。
シ
ロ
ク
マ
も
凍
え
る

よ
う
な
寒
さ
の
中
、
道
を
歩
い
て
い
る
と
夜
が
ず
っ
と
続
く
よ
う
な
気

が
し
た
。

『
ブ
レ
イ
ク
タ
イ
ム
』岡

望

　 今 回 のK.G.studioは 部 室 だ よ り とK.G. 
PEOPLEです。部室だよりでは混声合唱団エゴ
ラドに、K.G.PEOPLEでは体育会スケート部 
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い
。

田
：
と
て
も
和
気
あ
い
あ
い
と
し

て
い
ま
す
。
親
切
な
部
員
ば
か
り

で
先
輩
、
後
輩
の
分
け
隔
て
な
く

接
し
て
い
ま
す
。

新
：
そ
れ
に
は
何
か
秘
訣
が
あ
る

の
で
す
か
。

田
：
部
員
同
士
が
接
す
る
機
会
が

多
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
部
内

の
行
事
と
し
て
９
月
と
３
月
に
、

５
泊
６
日
で
合
宿
を
行
っ
て
い
ま

す
。
朝
か
ら
晩
ま
で
練
習
を
す
る

の
で
体
力
的
に
は
厳
し
い
の
で
す

が
、
練
習
を
通
し
て
普
段
関
わ
ら

な
い
人
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
で
親
交
が
深
ま
り

ま
す
。
ま
た
、
関
西
地
方
や
北
陸

地
方
の
小
学
校
へ
行
き
、
体
育
館

を
借
り
て
歌
や
劇
を
披
露
す
る
歌

声
旅
行
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
行
き
先
の
決
定
な
ど
、

１
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
行
い
ま

す
。
そ
の
中
で
上
級
生
と
打
ち
解

け
て
い
き
ま
す
ね
。

新
：
本
当
に
部
員
間
の
交
流
が
盛

ん
で
す
ね
。
活
動
の
な
か
で
大
変

な
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

田
：
各
学
年
に
１
人
ず
つ
指
揮
者

が
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
決
め

る
の
が
大
変
で
す
ね
。
指
揮
者
で

学
年
や
曲
の
カ
ラ
ー
が
明
確
に
決

ま
る
の
で
重
要
で
す
。

新
：
自
分
た
ち
で
指
揮
も
す
る
の

で
す
ね
。
演
奏
す
る
曲
も
自
分
た

ち
で
決
め
る
の
で
す
か
。

田
：
は
い
。
曲
決
め
に
も
毎
回
頭

を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。
エ
ゴ
ラ
ド

は
ソ
プ
ラ
ノ
・
ア
ル
ト
・
テ
ノ
ー

ル
・
バ
ス
の
４
部
合
唱
で
す
が
、

曲
に
よ
っ
て
は
４
部
が
２
つ
に
分

か
れ
る
８
部
合
唱
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
男
子
部
員
が
少
な
い

の
で
選
曲
の
幅
が
狭
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
難
易
度

も
考
慮
し
て
決
め
て
い
き
ま
す

ね
。

新
：
自
分
た
ち
で
作
っ
て
い
く
要

素
が
多
い
の
で
や
り
が
い
が
あ
り

そ
う
で
す
。
新
入
生
に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

田
：
歌
や
音
楽
が
好
き
な
人
と
時

間
や
場
所
を
共
有
で
き
、
１
人
で

歌
う
の
と
は
違
う
楽
し
さ
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
の
が
合
唱
の
魅

力
だ
と
思
い
ま
す
。
４
月
は
毎
週

木
曜
日
に
体
験
練
習
会
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
活
動
を
見
る
だ
け
で
な

く
、
合
唱
な
ら
で
は
の
楽
し
さ
を

味
わ
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。

新
：
本
日
は
お
忙
し
い
中
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
混
声
合
唱
団
エ
ゴ
ラ
ド
は
、

Tw
itter

（@
egolado

）
や

Facebook

も
更
新
し
て
い
る
の

で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　
混
声
合
唱
団
エ
ゴ
ラ
ド
部
長
の
田

村
航
平
さ
ん
（
社
・
３
）
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

新
聞
総
部
（
以
下
、
新
）：
ま
ず
、

活
動
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

田
村
さ
ん
（
以
下
、
田
）：
演
奏

会
を
年
に
２
回
、
５
月
と
12
月
に

行
っ
て
い
ま
す
。
５
月
は
合
同
演

奏
会
、12
月
は
単
独
演
奏
会
で
す
。

ま
た
、
６
月
に
は
県
主
催
の
合
唱

祭
へ
参
加
し
、
10
月
に
は
関
西
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
５
月
21
日
の
合
同
演

奏
会
に
向
け
て
練
習
を
し
て
い
ま

す
。

新
：
部
員
に
は
大
学
入
学
を
き
っ

か
け
に
合
唱
を
始
め
た
人
が
多
い

の
で
す
か
。

田
：
そ
う
で
す
ね
。
楽
器
と
違
っ

て
自
分
の
体
を
使
っ
て
音
を
出
す

の
で
、
初
心
者
で
も
始
め
や
す
い

と
思
い
ま
す
。

新
：
な
る
ほ
ど
、
自
分
の
声
が
楽

器
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

部
の
雰
囲
気
を
教
え
て
く
だ
さ

混声合唱団エゴラド
vol.19vol.19

初
出
場
を
決
め
た
の
だ
。

　
そ
し
て
来
た
る
全
日
本
選
手
権

で
は
、
け
が
の
影
響
な
ど
も
あ
っ

て
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
臨

む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ

で
も
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
る
ま
さ

に
夢
の
舞
台
に
出
場
し
た
こ
と

で
、
今
ま
で
と
は
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
に
対
す
る
向
き
合
い
方
が

変
わ
っ
た
。「
全
日
本
に
出
る
」

と
い
う
一
つ
の
目
標
を
達
成
し
た

と
同
時
に
、
今
ま
で
フ
ィ
ギ
ュ
ア

ス
ケ
ー
ト
を
続
け
て
き
て
よ
か
っ

た
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
の
だ
。

　
そ
ん
な
昨
年
の
大
活
躍
の
裏
に

は
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼

に
聞
い
て
み
る
と
「
ジ
ャ
ン
プ
が

安
定
し
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
」

と
い
う
。
今
ま
で
ジ
ャ
ン
プ
は
あ

ま
り
得
意
で
は
な
か
っ
た
の
だ

が
、
最
近
で
は
3
回
転
を
中
心
に

成
功
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

つ
ま
り
、
苦
手
の
ジ
ャ
ン
プ
を
立

派
な
得
点
源
に
成
長
さ
せ
た
の

だ
。

　
ま
た
昨
年
3
月
ま
で
掛
け
持
ち

し
て
い
た
ア
イ
ス
ダ
ン
ス
の
ペ
ア

を
解
消
し
、
シ
ン
グ
ル
に
専
念
し

た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
よ
う
だ
。

姉
の
影
響
で
5
歳
の
時
か
ら
本
格

的
に
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
を
始

め
た
彼
は
、
恵
ま
れ
た
体
格
を
活

か
し
て
中
学
2
年
の
時
に
ア
イ
ス

ダ
ン
ス
を
始
め
た
。
そ
し
て
高
校

3
年
生
で
ア
イ
ス
ダ
ン
ス
の
日
本

代
表
に
選
ば
れ
た
。
ア
イ
ス
ダ
ン

ス
で
身
に
つ
け
た
豊
か
な
表
現
力

が
彼
の
武
器
に
な
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
現
在
、
西
宮
市
鳴
尾
浜

の
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
が
練
習
拠
点

で
あ
る
彼
に
と
っ
て
、
本
学
へ

の
憧
れ
は
や
は
り
大
き
い
も
の

が
あ
っ
た
。
大
阪
の
学
校
や
ア
イ

ス
ダ
ン
ス
の
練
習
で
名
古
屋
ま
で 

通
っ
て
い
た
高
校
時
代
と
は
違
い
、

本
学
に
入
学
し
て
か
ら
は
練
習
時

間
を
よ
り
確
保
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
西
宮
市
内
の
大
学
に
通

え
て
い
る
今
の
環
境
も
、
彼
の
大

活
躍
の
一
因
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
近
年
レ
ベ
ル
が
上
が
り
つ
つ
あ

る
全
日
本
選
手
権
に
出
場
で
き
た

こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
大
き
な
経

験
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
シ
ー
ズ

ン
オ
フ
と
な
っ
た
現
在
、
彼
は
地

道
に
体
幹
を
鍛
え
て
次
の
シ
ー
ズ

ン
に
備
え
て
い
る
。
2
年
生
と

な
っ
た
彼
の
更
な
る
活
躍
に
期
待

し
た
い
。

練習に励む部員

　
今
回
は
、
昨
年
12
月
の
全
日
本

選
手
権
に
出
場
し
た
体
育
会
ス

ケ
ー
ト
部
（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
部
門
）

の
渡
邊
純
也
さ
ん
（
商
・
２
）
に

話
を
聞
い
た
。

　
昨
年
10
月
の
西
日
本
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
で
は
、
自
己

ベ
ス
ト
を
更
新
し
6
位
入
賞
を
果

た
し
た
。
氷
上
で
は
完
ぺ
き
な
演

技
を
見
せ
、思
わ
ず
感
極
ま
っ
た
。

こ
の
大
会
で
全
日
本
選
手
権
へ
の
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　　　　木曜日、金曜日　10時～16時
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跳
ね
た
り
踊
っ
た
り
し
て
い
る
ピ
ア
ノ
を
聞
く
と
、
ふ
と
こ
れ
が
オ

ス
カ
ー
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
の
演
奏
だ
と
気
が
付
い
た
。
初
め
て
買
っ
た
彼

の
ベ
ス
ト
ア
ル
バ
ム
に
入
っ
て
い
た
曲
。
当
時
は
自
分
の
部
屋
で
、
ラ

ジ
カ
セ
を
引
き
出
し
て
聞
い
て
い
た
覚
え
が
あ
る
。

　
途
中
で
気
が
付
い
た
の
に
は
理
由
が
あ
っ
て
、
ま
ず
こ
こ
が
一
九
八
〇

年
代
か
ら
生
き
残
っ
て
い
る
よ
う
な
喫
茶
店
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
喫
茶

店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ん
か
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
な
ん
て
、
暇
で
も
な
け
れ
ば
曲
と

し
て
聞
く
わ
け
な
い
。
た
だ
の
カ
チ
ャ
カ
チ
ャ
鳴
っ
て
い
る
騒
音
だ
。

そ
れ
か
ら
、
僕
が
そ
の
店
の
ブ
レ
ン
ド
を
飲
み
切
っ
て
ま
だ
水
を
粘
る

よ
う
な
、
帰
り
た
く
な
い
客
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　
そ
の
証
拠
に
店
主
が
、
早
く
帰
っ
て
く
れ
な
い
か
と
目
で
催
促
し
て

い
た
。
い
や
な
こ
っ
た
。
家
に
帰
っ
て
明
日
を
迎
え
る
と
、
ま
た
朝
が

来
る
。
子
供
の
と
き
は
夜
は
眠
る
た
め
だ
け
の
時
間
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、

寝
る
ま
で
は
ず
っ
と
時
間
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
た
。
夜
は
明
け
な

い
も
の
だ
と
認
識
し
て
い
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
当
然
幻
想
で
深
夜
ま
で

起
き
れ
ば
朝
は
辛
い
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
六
時
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。

「
不
眠
症
な
ん
だ
」
声
を
出
さ
ず
に
言
っ
た
。「
明
日
が
あ
る
の
が
分
か
っ

て
る
の
に
、
ず
っ
と
時
間
を
感
じ
続
け
た
い
ん
だ
」

　
時
計
は
十
時
前
を
指
し
て
い
る
。
流
石
に
居
続
け
る
の
が
難
し
い
時

間
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
店
主
が
声
を
か
け
て
き
た
。
い
か
に
も
冴
え

な
い
お
っ
さ
ん
だ
。

「
も
う
時
間
」
両
手
の
人
差
し
指
を
交
差
さ
せ
る
。「
時
間
」

　
そ
れ
を
遮
る
よ
う
に
「
家
は
ゴ
ミ
だ
ら
け
な
ん
だ
」
と
言
っ
た
。
店

主
が
顔
を
し
か
め
た
。「
捨
て
よ
う
と
し
た
ら
、
あ
い
つ
が
私
か
ら
奪
う

の
か
っ
て
ヒ
ス
テ
リ
ー
を
起
こ
す
ん
だ
」

　
僕
は
思
い
つ
い
た
こ
と
を
次
々
に
言
っ
て
い
た
。

「
積
ま
れ
た
ゴ
ミ
袋
を
見
る
た
び
に
思
う
ん
だ
。
捨
て
る
こ
と
も
、
見
て

見
な
い
こ
と
に
も
で
き
な
い
っ
て
。
毎
朝
、
気
分
が
滅
入
る
」

　
こ
こ
か
ら
ど
う
話
し
た
も
の
か
考
え
て
い
る
と
、
店
主
が
店
じ
ま
い

を
し
な
が
ら
、
語
り
か
け
た
。

「
お
ふ
く
ろ
が
俺
の
名
前
を
忘
れ
た
と
き
、
こ
こ
が
限
界
な
ん
だ
な
っ
て

分
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら
は
諦
め
が
つ
い
た
ね
。
だ
っ
て
何
も
期
待
し
な

く
て
も
い
い
ん
だ
か
ら
…
…
」

「
嘘
だ
よ
、
嘘
。
い
ま
作
っ
た
デ
タ
ラ
メ
。
家
に
帰
っ
た
ら
清
潔
で
、
心

が
落
ち
着
け
る
部
屋
が
あ
る
ん
だ
。
そ
れ
で
、
帰
っ
て
か
ら
も
し
ゴ
ミ

袋
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
た
ら
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
を
気
に
せ
ず
ゴ
ミ
の
日
に

出
す
。
難
し
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
。
行
動
す
る
の
は
簡
単
な
ん
だ
」

　
店
主
は
呆
れ
た
よ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
た
。
僕
が
そ
れ
を
無
視
す
る

と
、
彼
は
腕
を
伸
ば
し
て
会
計
を
突
き
付
け
た
。

　
夜
を
無
為
に
過
ご
す
た
め
に
色
々
と
試
し
た
が
、
結
局
は
朝
を
迎
え

て
イ
ヤ
な
思
い
を
す
る
だ
け
だ
。『
何
も
期
待
し
な
く
て
も
い
い
』
そ
の

言
葉
は
正
し
い
。
諦
め
て
、
現
実
的
な
対
処
を
す
れ
ば
い
い
だ
け
の
話

だ
っ
た
。
な
ぜ
不
器
用
に
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。
シ
ロ
ク
マ
も
凍
え
る

よ
う
な
寒
さ
の
中
、
道
を
歩
い
て
い
る
と
夜
が
ず
っ
と
続
く
よ
う
な
気

が
し
た
。

『
ブ
レ
イ
ク
タ
イ
ム
』岡

望

　 今 回 のK.G.studioは 部 室 だ よ り とK.G. 
PEOPLEです。部室だよりでは混声合唱団エゴ
ラドに、K.G.PEOPLEでは体育会スケート部 

（フィギュア部門）の渡邊純也さんに話を聞きま
した。

い
。

田
：
と
て
も
和
気
あ
い
あ
い
と
し

て
い
ま
す
。
親
切
な
部
員
ば
か
り

で
先
輩
、
後
輩
の
分
け
隔
て
な
く

接
し
て
い
ま
す
。

新
：
そ
れ
に
は
何
か
秘
訣
が
あ
る

の
で
す
か
。

田
：
部
員
同
士
が
接
す
る
機
会
が

多
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
部
内

の
行
事
と
し
て
９
月
と
３
月
に
、

５
泊
６
日
で
合
宿
を
行
っ
て
い
ま

す
。
朝
か
ら
晩
ま
で
練
習
を
す
る

の
で
体
力
的
に
は
厳
し
い
の
で
す

が
、
練
習
を
通
し
て
普
段
関
わ
ら

な
い
人
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
で
親
交
が
深
ま
り

ま
す
。
ま
た
、
関
西
地
方
や
北
陸

地
方
の
小
学
校
へ
行
き
、
体
育
館

を
借
り
て
歌
や
劇
を
披
露
す
る
歌

声
旅
行
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
行
き
先
の
決
定
な
ど
、

１
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
行
い
ま

す
。
そ
の
中
で
上
級
生
と
打
ち
解

け
て
い
き
ま
す
ね
。

新
：
本
当
に
部
員
間
の
交
流
が
盛

ん
で
す
ね
。
活
動
の
な
か
で
大
変

な
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

田
：
各
学
年
に
１
人
ず
つ
指
揮
者

が
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
決
め

る
の
が
大
変
で
す
ね
。
指
揮
者
で

学
年
や
曲
の
カ
ラ
ー
が
明
確
に
決

ま
る
の
で
重
要
で
す
。

新
：
自
分
た
ち
で
指
揮
も
す
る
の

で
す
ね
。
演
奏
す
る
曲
も
自
分
た

ち
で
決
め
る
の
で
す
か
。

田
：
は
い
。
曲
決
め
に
も
毎
回
頭

を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。
エ
ゴ
ラ
ド

は
ソ
プ
ラ
ノ
・
ア
ル
ト
・
テ
ノ
ー

ル
・
バ
ス
の
４
部
合
唱
で
す
が
、

曲
に
よ
っ
て
は
４
部
が
２
つ
に
分

か
れ
る
８
部
合
唱
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
男
子
部
員
が
少
な
い

の
で
選
曲
の
幅
が
狭
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
難
易
度

も
考
慮
し
て
決
め
て
い
き
ま
す

ね
。

新
：
自
分
た
ち
で
作
っ
て
い
く
要

素
が
多
い
の
で
や
り
が
い
が
あ
り

そ
う
で
す
。
新
入
生
に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

田
：
歌
や
音
楽
が
好
き
な
人
と
時

間
や
場
所
を
共
有
で
き
、
１
人
で

歌
う
の
と
は
違
う
楽
し
さ
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
の
が
合
唱
の
魅

力
だ
と
思
い
ま
す
。
４
月
は
毎
週

木
曜
日
に
体
験
練
習
会
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
活
動
を
見
る
だ
け
で
な

く
、
合
唱
な
ら
で
は
の
楽
し
さ
を

味
わ
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。

新
：
本
日
は
お
忙
し
い
中
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
混
声
合
唱
団
エ
ゴ
ラ
ド
は
、

Tw
itter

（@
egolado

）
や

Facebook

も
更
新
し
て
い
る
の

で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　
混
声
合
唱
団
エ
ゴ
ラ
ド
部
長
の
田

村
航
平
さ
ん
（
社
・
３
）
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

新
聞
総
部
（
以
下
、
新
）：
ま
ず
、

活
動
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

田
村
さ
ん
（
以
下
、
田
）：
演
奏

会
を
年
に
２
回
、
５
月
と
12
月
に

行
っ
て
い
ま
す
。
５
月
は
合
同
演

奏
会
、12
月
は
単
独
演
奏
会
で
す
。

ま
た
、
６
月
に
は
県
主
催
の
合
唱

祭
へ
参
加
し
、
10
月
に
は
関
西
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
５
月
21
日
の
合
同
演

奏
会
に
向
け
て
練
習
を
し
て
い
ま

す
。

新
：
部
員
に
は
大
学
入
学
を
き
っ

か
け
に
合
唱
を
始
め
た
人
が
多
い

の
で
す
か
。

田
：
そ
う
で
す
ね
。
楽
器
と
違
っ

て
自
分
の
体
を
使
っ
て
音
を
出
す

の
で
、
初
心
者
で
も
始
め
や
す
い

と
思
い
ま
す
。

新
：
な
る
ほ
ど
、
自
分
の
声
が
楽

器
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

部
の
雰
囲
気
を
教
え
て
く
だ
さ

混声合唱団エゴラド
vol.19vol.19

初
出
場
を
決
め
た
の
だ
。

　
そ
し
て
来
た
る
全
日
本
選
手
権

で
は
、
け
が
の
影
響
な
ど
も
あ
っ

て
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
臨

む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ

で
も
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
る
ま
さ

に
夢
の
舞
台
に
出
場
し
た
こ
と

で
、
今
ま
で
と
は
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
に
対
す
る
向
き
合
い
方
が

変
わ
っ
た
。「
全
日
本
に
出
る
」

と
い
う
一
つ
の
目
標
を
達
成
し
た

と
同
時
に
、
今
ま
で
フ
ィ
ギ
ュ
ア

ス
ケ
ー
ト
を
続
け
て
き
て
よ
か
っ

た
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
の
だ
。

　
そ
ん
な
昨
年
の
大
活
躍
の
裏
に

は
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼

に
聞
い
て
み
る
と
「
ジ
ャ
ン
プ
が

安
定
し
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
」

と
い
う
。
今
ま
で
ジ
ャ
ン
プ
は
あ

ま
り
得
意
で
は
な
か
っ
た
の
だ

が
、
最
近
で
は
3
回
転
を
中
心
に

成
功
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

つ
ま
り
、
苦
手
の
ジ
ャ
ン
プ
を
立

派
な
得
点
源
に
成
長
さ
せ
た
の

だ
。

　
ま
た
昨
年
3
月
ま
で
掛
け
持
ち

し
て
い
た
ア
イ
ス
ダ
ン
ス
の
ペ
ア

を
解
消
し
、
シ
ン
グ
ル
に
専
念
し

た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
よ
う
だ
。

姉
の
影
響
で
5
歳
の
時
か
ら
本
格

的
に
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
を
始

め
た
彼
は
、
恵
ま
れ
た
体
格
を
活

か
し
て
中
学
2
年
の
時
に
ア
イ
ス

ダ
ン
ス
を
始
め
た
。
そ
し
て
高
校

3
年
生
で
ア
イ
ス
ダ
ン
ス
の
日
本

代
表
に
選
ば
れ
た
。
ア
イ
ス
ダ
ン

ス
で
身
に
つ
け
た
豊
か
な
表
現
力

が
彼
の
武
器
に
な
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
現
在
、
西
宮
市
鳴
尾
浜

の
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
が
練
習
拠
点

で
あ
る
彼
に
と
っ
て
、
本
学
へ

の
憧
れ
は
や
は
り
大
き
い
も
の

が
あ
っ
た
。
大
阪
の
学
校
や
ア
イ

ス
ダ
ン
ス
の
練
習
で
名
古
屋
ま
で 

通
っ
て
い
た
高
校
時
代
と
は
違
い
、

本
学
に
入
学
し
て
か
ら
は
練
習
時

間
を
よ
り
確
保
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
西
宮
市
内
の
大
学
に
通

え
て
い
る
今
の
環
境
も
、
彼
の
大

活
躍
の
一
因
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
近
年
レ
ベ
ル
が
上
が
り
つ
つ
あ

る
全
日
本
選
手
権
に
出
場
で
き
た

こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
大
き
な
経

験
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
シ
ー
ズ

ン
オ
フ
と
な
っ
た
現
在
、
彼
は
地

道
に
体
幹
を
鍛
え
て
次
の
シ
ー
ズ

ン
に
備
え
て
い
る
。
2
年
生
と

な
っ
た
彼
の
更
な
る
活
躍
に
期
待

し
た
い
。

練習に励む部員

　
今
回
は
、
昨
年
12
月
の
全
日
本

選
手
権
に
出
場
し
た
体
育
会
ス

ケ
ー
ト
部
（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
部
門
）

の
渡
邊
純
也
さ
ん
（
商
・
２
）
に

話
を
聞
い
た
。

　
昨
年
10
月
の
西
日
本
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
で
は
、
自
己

ベ
ス
ト
を
更
新
し
6
位
入
賞
を
果

た
し
た
。
氷
上
で
は
完
ぺ
き
な
演

技
を
見
せ
、思
わ
ず
感
極
ま
っ
た
。

こ
の
大
会
で
全
日
本
選
手
権
へ
の
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A

AA

A 図書館とラーニング
コモンズがええで！

KG Portalが
オススメやで！

デカい食堂が２つ
あるで！

BIGPAPAの裏やで！

　西宮上ケ原キャンパスにはいろんな施設があるん
やけど、新入生が知っとると役立つものを挙げるで。
　まずは大学図書館や。レポートから卒論まで、調
べ物をするんやったら何度もお世話になるわ。PC
や印刷機、コピー機も置いとるし、冷暖房完備やか
ら講義の合間に休憩もできると至れり尽くせりな場
所なんや。ただ飲食はアカンから注意するんやで。
　次にラーニングコモンズや。西宮上ケ原キャンパ
スにはH号館と中央講堂にある「学生の自主的な学
習の場」なんやて。図書館と違って飲食できるし、
講義の合間に友達と集まってゆっくりと話し合いを
してもええ。他学部の友達との待ち合わせ場所とし
ても使えるで。PCやグループ学習のスペースの貸
し出しもしとるから、ゼミでの活動や試験前の共同
学習にも最適な場なんやで。

　“KGPortal”はキミのキャンパスライフを助ける
スマートフォンアプリや。こいつは関西学院大学が
学生向けに作ったモノで、iOSとAndroidの両方
で使えるで！このアプリを使えば自分の講義が何時
からどこで行われるか、すぐに分かんねん。やから
初日にキャンパスで迷って講義に遅れる…なんてこ
とは無くなるはずや。そんで、休講や補講のような
大事な情報を確認できる教学Webサービスや、大
学からのメールが届く学生用のメールサービスへも
すぐにアプリ経由で行けるし、時間割のほかにもシ
ラバスやキャンパスマップ、キャンパス各所のPC
利用状況といったお得な情報がいっぱいや。特に
PC利用状況は大事で、キャンパス内の少ないPC
を確実に使うために欠かせへんわ。初めての講義を
受けるまでにはダウンロードしておくんやで。

　西宮上ケ原キャンパスには、生協の運営する大
きな食堂があんねん。新学生会館地下１階には
BIGPAPA（パパ）、旧学生会館1階にはBIGMAMA

（ママ）があってな。メニューは若干違うんやけど、
グラムバイキングや39セット（390円の日替わり定
食）はどっちにもあるで。ママにはカウンター席も
あるから、おひとりさまには便利やろな。この２つ
以外やと、ボリューム感たっぷりの弁当を売ってる
新学生会館１階のRobin Hood’sもええで。
　新旧学生会館だけやなくて、Ｈ号館１階にはケ
ンタッキーフライドチキンと松屋、Ｇ号館１階に
はSUBWAYもあるで。学生向けの「関学限定メ
ニュー」なら、お得にランチが楽しめるで。ただど
こも昼休みはとにかく混むんやわ。特にパパとママ
へ行くのは、昼休みを避けてもええんちゃうかな。

　西宮上ケ原キャンパスの教科書販売の会場は、
BIGPAPAと同じ新学生会館地下１階にあんねん。
会場では現金はもちろん、生協が発行してるIC組
合員証でも支払いができるで。IC組合員証を使う
ときは前もってチャージしときや。ちなみに生協で
教科書を買えば、１割引になるで。あとチャペルア
ワーと昼休みはとにかく混むから、避けるとええ。

生協のホームページにあ
る「教科書購入票作成シス
テム」を使えば、教科書の
購入リストが作れるんや。
ちゃんと購入リストを準備
してから、買いに行くん 
やで！

PROFILE ユースケ
ユースケは、我らが新聞総部のイメー
ジキャラクターである。しっぽが鉛筆
になっている男の子なのだが、ネコか
リスか、はたまたタヌキなのか、部内
でも結論が出なかった。名前の由来は

「あなた（you）を助けたい」ことから。
しばらく冬眠状態であったが、新入
生歓迎のためにこの度装いも新たに復
活。今日から突然関西弁キャラに変更
して、ゆるキャラ界での差別化を図る。
なお中の人は非関西弁話者のため、関
西弁には自信がない。

　学内には、Wi-Fi環境が整備
されています。Wi-Fiに接続す
るには、利用申請が必要です。
受理されれば、持ち込んだパソ
コンやスマートフォンでの利用
が可能になります。ただし、ス
マートフォンなどの携帯端末
で対応しているのはiOSのみ。 
大半のAndroidには対応して
いないので、ご注意ください。

Q Q

Q Q

お昼ご飯はどこで
食べればいいの？

関学生にオススメの
アプリは？

教科書は
どこで買えるの？ 関学の便利な施設は？

番外編 Wi-Fi

▲新学生会館地下１階の地図


